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懐

徳

堂

藉

記

拾

退ゞn



懐
億
堂
附
記
は
、
懐
億
第
十
二
琥
及
び
第
十
三
琥
の
附
録
と
し
て
、
其
の
重
要
な
る
も
の
大
部
分
を
牧
録
し
た
が
、

尚
参
考
資
料
と
し
て
保
存
ず
べ
き
も
の
あ
る
を
以
て
、
荘
に
拾
遺
と
題
し
て
其
の
全
部
を
牧
載
し
、

を
完

rす
る
こ
と
に
し
た
、
因
て
讀
者
は
此
の
三
琥
分
を
一
括
し
て
一
冊
と
た
し
、
懐
猿
堂
藉
記
と
題
せ
ら
れ
ん
こ

と
を
乞
ふ
。

編

者

謹

識
以
て
本
堂
桝
記



．
 
ヽ

學

間

所

建

立

文

書

右
に
は
左
の
三
通
を
牧
め
て
あ
る
。

三
、
三
輪
執
齊
典
中
井
梵
奄
丼
贖

二
、
三
宅
石
速
典
中
井
梵
奄
害
賊

一
、
大
島
古
心
典
中
井
梵
奄
書
贖

第
二
巻

（
下
）

の
内
外
事
務
に
就
て
詳
細
に
害
い
て
あ
る
。

第
一
巻

（
上
）

れ
て
居
る
が
、
今
更
に
其
の
内
容
の
大
要
を
左
に
明
記
す
る
。

右
は
明
治
四
十
四
年
十
月
、
懐
徳
堂
記
念
會
が
大
阪
府
立
博
物
場
美
術
館
に
於
て
展
覧
會
を
開
催
し
た
際
、
中
井

黄
裳
先
生
が
同
會
に
出
陳
の
武
、
藉
節
中
に
保
存
せ
ら
れ
た
る
杏
類
を
牧
集
分
類
し
て
六
巻
に
装
成
せ
ら
れ
た
も

の
で
、
其
の
大
要
に
就
て
は
已
に
圃
先
生
の
寄
稿
に
係
る
懐
餡
堂
遣
物
寄
進
の
記
（
懐
徳
第
十
一
琥
所
載
）
に
記
ざ

學

間

所

建

立

文

書

右
は
中
井
梵
弛
の
筆
に
成
る
五
井
蘭
洲
、
三
宅
春
棲
等
五
人
に
典
へ
た
書
贖
を
牧
め
て
あ
る
。
其
の
内
容
は
學
校

顆
破
に
つ
き
新
に
造
作
し
た
る
事
、
梵
奄
死
後
は
學
主
の
任
を
三
宅
春
棲
に
頼
む
事
、
及
び
堂
の
経
清
状
態
や
堂

懐

徳

堂

文

書

懐

徳

六

巻



懐

徳

堂

文

書

(
-
）
は
正
月
廿
八
日
附
の
書
東
で
、
享
保
何
年
か
判
明
ぜ
ぬ
が
、
多
分
懐
億
堂
創
立
願
立
の
貧
梵
奄
が
東
上
し
た

時
の
事
に
就
て
で
あ
ら
う
。

（
二
）
は
六
月
廿
三
日
附
の
害
東
で
、
前
半
が
大
破
し
て
居
る
盆
文
揺
判
り
兼
ね
る
が
、
矢
張
(
-
)
と
同
年
の
事
で

(
-
―
-
）
は
六
月
十
九
日
附
の
害
東
で
、
是
は
懐
穏
堂
が
幕
府
よ
り
土
地
を
賜
は
り
て
諸
役
御
免
と
な
り
大
阪
學
間
所

と
稲
ず
る
に
至
っ
た
享
保
十
一
年
の
事
で
あ
ら
う
、

第
三
巻

此
の
度
幕
府
官
許
の
學
校
と
な
っ
た
に
就
て
、
御
戦
の
総
東

（
中
井
焦
園
手
書
）

右
に
は
左
の
四
通
を
牧
め
て
あ
る
。

一
、
學
校
類
燒
後
澁
井
伴
七
〈
城
代
堀
田
相
模
守
家
臣
）
を
以
て
大
阪
城
代
に
伺
ひ
た
る
口
上
害
控
砿
腎
害
添
小
井

竹
山
）
二
、
吉
村
又
一
郎
、
長
尾
諫
見
外
―
―
名
宛
、
中
井
竹
山

四
、
寛
政
七
年
七
月
六
日
學
校
再
建
間
屈
書
、
中
井
竹
山
宛
西
町
奉
行
松
平
石
見
守

(
-
）
は
寛
政
四
年
五
月
十
七
日
懐
穂
堂
類
燒
し
た
の
で
、
再
建
願
の
盆
闊
東
へ
下
向
し
た
き
旨
、
大
阪
城
代
へ
差

出
し
た
る
口
上
伺
害
で
あ
る
、
（
學
校
公
務
記
録
第
三
ニ
ー
第
一
二
四
各
項
参
照
）

三、

口
上
奉
上
候
壺
、
水
野
理
兵
衛
宛
、
中
井
竹
山

上
ぜ
よ
と
促
し
た
害
面
で
あ
る
。

再

學

校

建

文

書

懐
穏
堂
創
立
に
闊
し
て
石
奄
が
自
己
の
慈
見
を
陳
べ
た
も
の
ら
し
い
。

盆
色
紙
竹
山
手
書
）



六
、
遺
欣
下
害
四
條

五
、
男
部
屋
火
用
心

二
、
定
六
條
、
丙
午
四
月

一
、
害
牛
謝
儀
並
に
勝
手
向
立
方
十
一
條
、
賓
暦
寅
七
月
廿
五
日
中
井
竹
山

第

四

巻

大

阪

學

校

棄
ロ

類

（
二
）
は
寛
政
四
年
六
月
―
―

-
H
松
平
越
中
守
（
業
翁
公
）
家
臣
吉
村
又
面
、
長
尾
諌
見
外
二
名
に
宛
て
た
書
讀
で
、
此

度
懐
穏
堂
類
燒
に
依
り
再
建
願
の
盆
闊
東
に
下
向
す
る
旨
を
述
べ
、
併
せ
て
道
中
通
行
に
便
宜
を
輿
へ
ら
れ
た
き

旨
の
依
頼
状
で
あ
る
。

(
-
―
-
）
寛
政
四
年
八
月
竹
山
開
東
に
下
向
し
、
再
興
陳
情
の
鈴
各
諸
侯
を
歴
訪
し
た
る
が
、
是
は
松
平
栗
翁
公
に
直

（
四
）
學
校
再
建
の
願
開
屈
け
ら
れ
、
寛
政
七
年
七
月
六

B
幕
府
よ
り
金
三
百
雨
受
領
の
際
西
町
奉
行
松
平
石
見
守

よ
り
申
渡
し
た
杏
付
で
あ
る
。
（
學
校
公
務
記
録
第
一
四
九
條
参
照
）

右
に
は
左
の
諸
條
項
を
牧
め
て
あ
る
。

二
、
定
三
條
、
寅
八
月

四
、
定
八
條
、
未
九
月

接
面
談
し
た
し
と
て
、
同
用
人
水
野
理
兵
衛
に
差
出
し
た
る
伺
書
で
あ
る
。

懐

徳

（
公
務
記
録
第
一
三
六
條
ー
、
第
一
三
八
條
参
照
）

四



懐

徳

堂

文

書

五

七
、
助
力
銀
控
二
枚

（
以
上
中
井
竹
山
手
書
）

（
中
井
碩
果
自
筆
・
）

以
上
の
内
(
-
)
よ
り
（
六
）
ま
で
は
已
に
前
琥
箇
記
中
に
「
學
問
所
謝
儀
等
に
就
て
の
竹

111
の
揺
見
並
定
害
」
及
び

「
竹
山
潰
状
」
と
題
す
る
中
に
牧
め
了
っ
た
か
ら
、
此
慮
に
は
（
七
）
と
（
八
）
と
を
牧
め
る
。

（
七
）
の
助
力
銀
控
は
、
蓋
し
寛
政
四
年
五
月
懐
穏
堂
類
燒
の
時
の
も
の
で
あ
ら
う
。
（
八
）
の
午
年
と
あ
る
は
寛
政

十
年
で
亥
年
は
享
和
三
年
即
ち
碩
果
が
學
校
預
り
人
と
な
っ
た
時
の
も
の
と
思
は
れ
る
。

所
の
務
方
に
就
て

衛
に
挨
拶
の
件

右
は
中
井
碩
果
、

（
五
）
御
燭
書
の
件
に
就
て

（
九
）
年
頭
挨
拶
御
楼

(

1

 

0
)鯖
古
受
領
挨
拶

(
―
-
）
蕉
園
江
戸
下
向
屈

（
八
）
蕉
園
雨

同
桐
園
時
代
に
、
東
西
雨
奉
行
が
所
用
の
盆
懐
穏
堂
を
訪
ふ
際
に
前
以
て
其
の
通
知
を
し
た

害
状
で
、
組
て
七
通
を
牧
め
て
あ
る
。

第

六

巻

術

罪

御

入

諸

(
-
）
門
前
捨
子
に
開
す
る
屈
出

書

（
六
）
同
前

（
七
）
竹

IlI
隠
居
と
學
主
及
預
人

（
二
）
捨
子
病
死
屈

（
三
）
捨
子
行
倒
等
に
到
ず
る
願
害

右
は
継
て
中
井
竹
山
の
手
稿
に
係
る
も
の
、
其
の
内
容
目
次
左
の
如
し
。

第

五

巻

學

校

公

務

書

八
、
同
志
中
被
差
出
候

□上
害
富

類

（
四
）
學
校
判
奉
行



四
、

會

.
 

．
 

ヽ

.
 
ヽ
ヽ

一
冊

一
綴

右
は
原
害
を
其
の
儘
袋
の
中
に
牧
め
ら
れ
て
居
る
。
四
通
の
内
一
通
は
、
道
明
寺
屋
吉
左
衛
門
の
預
手
形
、
他
の

三
通
は
寒
泉
學
士
、
，
桐
園
預
人
た
る
時
代
に
、

用
證
文
と
で
あ
る
、
最
後
の
附
は
逸
史
板
賃
捐
に
就
て
土
品
呼
よ
り
納
め
た
る
一
札
で
あ
る
。

義

金

助

成

金

簿

右
は
萬
延
二
年
中
平
瀬
市
郎
兵
衛
が
預
つ
て
居
た
助
成
金
の
控
書
で
あ
る
。

懐

徳

記

録

拾

遺

右
は
碩
園
先
生
小
天
地
閣
叢
害
中
の
一
冊
で
、
大
田
蓋
隠
氏
の
謄
本
を
借
紗
せ
ら
れ
た
も
の
。
維
件
書
類
十
一
一
一
種

を
牧
め
て
あ
る
が
、
已
に
木
誌
に
登
載
し
煎
複
す
る
も
の
あ
る
を
以
て
、
今
之
を
省
き
、
左
の
四
種
だ
け
を
牧
む

る
事
に
し
た
。

學

間

所

再

建

書
類
二
通

中
井
竹
山
組
子
士
兼
預
人
時
代
の
寛
政
四
年
五
月
十
六

H
大
阪
大
火
に
、
懐
穏
堂
も
全
部
類
燒
し
た
の
で
、
竹
山
は

江
戸
に
下
向
し
て
幕
府
に
再
建
を
願
出
た
が
、
是
は
共
の
後
奉
行
所
に
差
出
し
た
害
類
の
一
部
で
、
竹
山
の
苦
心

白
井
彦
五
郎
、

平
瀬
市
郎
兵
衛
よ
り
の
助
成
金
證
害
と
其
の
借

安

政

六

年

助

成

金

證

書

四

通

附

、

逸

史

板

賃

捐

一

札

懐

徳

...... 
ノ‘



懐

徳

堂

文

害

る。

四
紆
太
郎
宗
家
家
督
證
文
蚊
請
書

一
六
二
條
参
照
）

二

家

名

相

績

願

を
窺
ふ
べ
き
好
資
料
で
あ
る
。

居

七

寛
政
九
年
八
月
、
竹
山
老
を
告
げ
て
隠
居
し
、
思
校
預
人
を
蕉
園
に
譲
っ
た
時
の
屈
苦
で
あ
る
。
（
學
校
公
務
記
録
第

三

中

井

履

軒

出

立

履
軒
は
文
化
十
四
年
二
月
十
五

H
和
泉
町
に
於
て
歿
し
た
が
、
其
慮
は
旅
宿
の
形
に
な
っ
て
居
て
、
検
祝
な
ど
面

倒
た
事
が
あ
る
の
で
、
播
州
龍
野
へ
出
立
し
た
事
に
し
て
家
主
よ
り
奉
行
所
へ
屈
出
た
書
類
で
あ
る
。

中
井
碩
果
に
は
嗣
子
が
な
い
の
で
、
天
保
三
年
履
軒
の
孫
桐
園
を
納
れ
て
養
嗣
↓
ナ
と
し
た
、
其
の
際
の
害
類
で
あ

二
涌



懐

徳

I、



懐

徳

堂

文

書

立
申
候
故
、
費
用
も
過
分
に
相
成
り
苦
辛
仕
候
へ
と
も
、
先
々

懐

徳

堂

文

書

學

間

所

建

立

文

書

△
中
井
梵
奄
興
五
井
蘭
洲
―
―
一
宅
春
棲
等
五
人
書
讀

學
間
所
の
儀
は
、

大
御
所
様
御
時
代
、
願
の
通
被
仰
付
候
以
来
相
績
仕
、
三
十
年
に
及
ひ
申
候
故
、
段
々
及
類
破
、
近
年
新
造
作
仕
候
、

私
儀
薄
徳
漫
學
の
生
質
、
師
僻
の
場
所
不
都
合
に
存
候
故
、
他
人
へ
附
屈
の
筋
年
来
心
懸
ケ
申
候
へ
と
も
、
望
の
人

も
見
常
り
不
申
見
合
候
内
、
修
覆
も
最
早
難
屈
様
子
、

事
歿
念
、

九

不
得
止
新
建
立
仕
候
、
其
本
意
は
願
受
候
場
所
草
莱
に
任
候

不
徳
の
私
、
責
而
永
久
に
相
博
へ
申
度
斗
、
依
之
敷
人
に
相
頼
、
金
借
用
五
年
皆
清
の
定
に
て
、
常
霜
月

返
辮
の
年
銀
相
畢
候
へ
は
、
四
年
は
相
演
、
今
一
年
来
亥
の
年
皆
清
仕
候
、
普
請
間
違
存
付
よ
り
は
、
丈
夫
に
出
来

然
所
私
一
雨
年
老
病
常
年
甚
布
覺
へ
申
候
、
不
慮
に
養
生
不
叶
候
は
ヽ
、
相
績
の
儀
可
然
御
願
受
ヶ
、
右
の
存
念
御

憐
察
、
幾
重
に
も
永
代
相
績
の
様
に
奉
頼
候
、
先
師
御
存
生
の
時
、
此
場
所
子
譲
り
無
用
に
仕
、
他
人
の
器
用
見
立

譲
り
可
然
旨
被
仰
候
へ
と
も
、
其
の
器
に
常
り
候
と
存
候
人
も
槌
と
見
常
り
不
申
、
獨
り
五
井
兄
乍
御
苦
傍
御
引
受

ヶ
被
下
度
願
存
候
へ
と
も
、
御
年
来
も
拙
夫
と
多
く
は
隈
り
不
申
、
且
叉
表
向
ヶ
様
の
勤
筋
被
相
厭
、
御
退
蟄
の
御

第
一
巻

會

ヽ

（
上
）

六

巻

公
儀
御
餘
澤
を
以
本
望
相
逹
、
難
有
綾
に
奉
存
候
、



存
念
熟
知
仕
候
事
故
、
御
啄
も
不
申
出
候
、
次
に
は
オ
ニ
郎
殿
先
師
の
由
緒
無
遁
存
候
、
御
病
身
の
上
近
年
の
不
幸

荀
以
憚
り
存
候
へ
と
も
、
冊
上
に
申
ず
こ
と
く
、

ざ
し
つ
め
に
て
御
座
候
間
、
御
相
談
の
上
御
引
受
も
被
下
度
候
、

先
年
枠
共
幼
少
の
節
、
去
JY

御
方
へ
愚
思
巾
上
見
候
所
、
難
調
筋
に
被
仰
候
故
、
是
亦
急
度
御
願
び
不
申
上
謹
候
間
、

何
も
様
御
會
謀
、
先
師
の
御
名
汚
し
不
申
様
に
、
う
つ
く
し
く
御
取
計
奉
頼
候
、
オ
ニ
殿
表
向
キ
御
引
受
被
下
候
様

に
相
成
り
候
は
＼
、
私
家
内
は
學
寮
へ
片
付
ヶ
被
移
罹
、
私
跡
へ
御
移
り
可
然
候
、
上
之
間
―
―
―
E

梵
布
、
左
様
の
節
は

祠
堂
に
も
被
用
候
様
に
と
用
意
仕
候
、
オ
ニ
殿
藉
宅
は
か
し
ゃ
に
被
成
候
敷
、
居
な
り
に
被
成
候
も
可
然
欺
、
新
造

の
所
も
十
年
以
後
は
修
覆
相
應
に
人
用
可
有
之
候
へ
は
、

か
し
や
に
被
成
候
も
、
其
備
へ
に
可
然
候
、
萬
一
火
災
の

節
は
、
鴻
池
又
四
郎
方
に
粗
問
所
銀
咸
十
貫
預
ヶ
握
候
。
内
四
貫
は
普
詰
の
節
手
前
御
借
用
別
段
に
有
之
候
へ
は
、

此
銀
引
取
り
被
申
候
へ
は
、

十
六
/
の
尤
銀
立
ニ
ナ
リ
候
、
是
迄
は
二
十
ゲ
の
利
銀
年
々
到
来
仕
候
、
借
用
四
ゲ
の

利
銀
は
手
前
よ
り
遣
し
、
二
十
貫
の
利
は
別
に
成
候
事
に
御
座
候
、

五
君
御
心
添
を
以
御
謀
り
被
下
候
は
A

、
相
違

有
之
間
布
、
在
所
百
姓
か
し
と
申
銀
も
少
し
御
座
候
所
、
普
請
人
用
に
取
用
ひ
、
歿
り
候
分
は
古
林
正
民
加
人
銀
斗

（
刀
）

り
に
て
御
座
候
故
、
是
レ
は
善
太
支
配
不
仕
候
は
て
は
、
行
々
潰
レ
可
巾
候
、
是
迄
も
切
々
危
き
事
御
座
候
へ
と
も
、

右
銀
支
配
の
庄
屋
共
、
皆
私
へ
心
入
レ
の
者
井
に
一
家
共
取
持
奥
候
に
て
、
其
難
に
も
ま
ぬ
が
れ
申
候
び
き
、
然
則

只
今
學
間
所
博
来
の
銀
は
、
鴻
池
に
有
之
銀
に
て
御
座
候
間
、
是
＞
を
備
へ
罹
、
火
災
の
節
は
か
り
や
に
て
も
用
意

有
之
度
候
、
オ
ニ
郎
殿
表
向
キ
御
引
受
被
下
候
と
て
も
、
菩
太
を
は
學
問
所
御
冊
話
人
の
内
へ
被
加
、
修
覆
井
公
邊

懐

徳

-
0
 



懐

徳

堂

．

文

書

勤
筋
用
脚
同
人
へ
被
仰
付
候
方
可
然
も
存
候
、

同
人
へ
も
一
通
認
謹
候
、

會
談
奉
頼
候
。

と
も
か
く
も
御
相
談
次
第
の
事
に
致
候
、
年
寄
幸
に
蹄
宅
候
へ
は
、

何
も
様
へ
申
骰
候
紙
面
を
以
て
よ
ろ
し
く
御
願
受
ヶ
披
下
候
様
に
申
罹
候
、
年
寄
へ
も
御

一
、
オ
ニ
郎
殿
御
引
受
ケ
被
下
候
は
A

、
先
師
御
案
文
の
學
間
所
講
談
、
聴
衆
へ
の
五
六
ヶ
條
の
害
付
御
座
候
、
私

儀
は
存
寄
有
之
候
故
牧
め
罹
候
、
菩
太
有
所
存
知
居
可
申
候
、

仰
付
御
認
メ
か
へ
、
玄
闊
の
中
へ
か
け
被
骰
可
然
候
、

う
つ
し
と
ら
れ
、
板
に
張
り
申
可
然
候
。

土
蔵
の
古
挟
箱
反
古
の
中
へ
入
＞
罹
候
、
詞
人
へ
被

ふ
し
ん
の
節
取
入
レ
申
候
、

や
ふ
れ
ゐ
可
申
候
間
、
新
紙
へ

一
、
最
初
學
問
所
被
仰
付
候
節
の
御
奉
行
様
は
鈴
木
飛
弾
守
様
、
松
平

B
向
守
様
に
て
御
座
候
、
鈴
木
御
揺
被
成
候

は
、
此
願
石
奄
可
罷
出
所
、
其
方
罷
出
候
は
如
何
と
、
私
御
答
申
上
候
は
、
石
蛙
は
隠
遁
自
修
、
中
々
ヶ
様
の
俄
願

出
は
先
に
て
は
無
御
座
候
、
同
門
共
打
寄
存
立
、
其
中
よ
り
私
罷
出
候
由
申
上
候
、
依
之
同
門
冊
話
人
よ
り
／
＼
惣

年
寄
中
へ
被
召
呼
、
無
恙
相
績
可
仕
や
否
の
御
吟
味
有
之
候
、
其
人
数
は
三
星
や
武
右
衛
門
、
道
明
寺
屋
吉
左
衛
門
、

舟
橋
や
四
郎
右
衛
門
、
備
前
や
吉
兵
衛
、
鴻
池
又
四
郎
五
人
に
て
御
座
候
、
武
右
衛
門
殿
物
故
、
其
息
中
村
東
庵
、

吉
左
衛
門
物
故
、
常
吉
左
衛
門
殿
、
吉
兵
衛
殿
隠
居
、
常
吉
兵
衛
殿
、

四
郎
右
衛
門
殿
は
三
十
年
前
断
に
て
冊
話
引

キ
被
申
候
、
又
四
郎
殿
物
故
、
常
又
四
郎
殿
、
是
は
學
間
の
交
り
は
無
之
候
へ
と
も
、
學
間
所
銀
千
今
冊
話
に
預
り

候
、
依
之
右
之
跡
―
―
一
所
得
出
し
御
頼
申
骰
候
。



第
二
巻

懐

忠

蔵

様

學

問

所

建

立

文

書

△
大
島
古
心
典
中
井
梵
奄
害
贖

御
近
書
致
拝
見
候
、
御
親
切
之
至
威
心
仕
候
、
賢
慮
之
趣
御
書
付
被
成
、
慌
成
便
に
御
越
可
被
下
候
、
致
拝
見
度
候
、

何
事
候
て
も
常
時
有
用
の
良
策
御
考
被
成
候
は
ヽ
御
知
ぜ
可
被
下
候
、
以
上
。

正

月

廿

八

日

備

前

や

吉

兵

衛

様

道

明

吉

左

衛

門

様

中

村

東

庵

様

一

宅

オ

ニ

郎

様

五

井

藤

九

郎

様

九

月

十

日

穂

（
下
）

古

心

中

井

忠

蔵



懐

徳

堂

文

書

△
三
宅
石
奄
興
中
井
梵
奄
害
贖

（
書
初
よ
り
一
二
十
一
行
紙
破
に
係
lJ

大
牛
讀
む
能
は
ず
、
且
つ
文
意
通
ぜ
ざ
る
を
以
て
省
く
）

に
て
候
、
冊
間
に
就
て
此
學
の
興
（
以
ド
一
行
閏
く
）
を
恩
ふ
上
に
て
は
、
慮
を
致
す
へ
き
儀
に
て
候
、
然
れ
は
彼
御
老

人
井
三
輪
兄
へ
此
段
貴
様
の
御
料
簡
の
つ
き
申
候
た
け
御
物
語
可
然
候
、
然
共
是
は
定
而
先
逹
て
も
御
物
語
被
成
た

る
に
て
御
座
可
有
存
候
。
畢
の
盆
に
御
願
候
て
、
却
て
學
の
盆
に
害
あ
る
へ
き
事
に
て
候
は
ゞ
御
願
無
之
か
た
相
ま

ざ
り
候
間
、
柳
菩
所
願
の
得
失
是
非
く
わ
し
く
御
の
べ
被
成
候
上
に
て
、
あ
の
方
の
を
も
御
願
は
せ
被
成
候
思
召
に

て
御
座
候
は
ゞ
、

此
方
此
度
の
願
は
、
先
々
相
や
め
可
申
候
と
御
雨
所
へ
御
申
可
被
成
事
可
然
候
、
今
度
貨
様
ぜ
つ

遠
疎
濶
の
至
と
手
前
共
は
存
候
事
、
貴
様
も
御
同
慈
に
て
御
座
可
有
候
、
但
此
方
共
へ
は
不
被
申
候
て
も
、
別
に
着

賞
に
し
て
迂
な
ら
ざ
る
い
た
し
か
た
、
柳
菩
方
に
御
座
候
て
、
所
願
相
叶
候
上
に
て
、
學
の
盆
に
貨
に
よ
ろ
し
く
候

い
つ
か
た
よ
り
學
の
興
り
申
候
も
同
事
珍
璽
に
て
候
、
左
候
は
ヽ
貴
様
御
願
の
筋
相
や
み
申
候
て
も
、
批
間

の
盆
に
事
も
の
け
ぬ
義
に
て
、

は
＼
、

な
ど
A

申
は
、
學
者
自
己
分
上
の
行
迩
の
事

こ
れ
に
は
し
か
し
と
存
候
故
に
て
候
、

と
か
く
柳
善
所
願
、
迂

手
前
共
の
存
候
様
に
迂
濶
な
る
料
簡
に
て
候
は
ゞ
、
同
時
の
御
願
の
上
は
後
の
弊
の

見
へ
ず
き
た
る
様
な
る
を
も
引
か
ぶ
り
に
な
る
へ
き
に
て
候
、
又
右
の
一
言
御
申
入
被
成
候
て
の
後
、
柳
菩
被
致
候

學
所
別
義
な
く
な
り
ゆ
き
申
候
を
、

と
く
と
御
覧
候
て
、

叶
候
上
の
き
の
と
く
た
る
事
御
座
候
は
ん
よ
り
は
、

五
年
三
年
あ
と
か
ら
御
願
候
も
く
る
し
か
る
ま
し
く
候
、

か
く
御
下
向
被
成
候
に
、

此
許
い
つ
れ
も
介
様
に
申
入
候
事
、

こ
A

ろ
な
き
様
に
候
へ
と
も
、
雨
方
の
ね
か
ぴ
皆
相



左
様
に
て
は
事
機
も
ぬ
け
申
候
事
も
有
べ
く
候
へ
と
も
、
左
様
な
ら
は
左
様
に
て
御
ず
て
可
被
成
候
、
且
又
右
の
一

言
御
こ
と
は
り
被
成
候
は
A

、
御
雨
所
に
も
大
方
御
合
貼
に
て
御
座
可
有
候
、
柳
善
所
願
を
は
よ
く
／
＼
其
勢
を
貴

様
た
と
御
見
付
被
成
候
て
の
故
に
と
御
雨
所
の
思
召
も
可
有
候
、
左
様
に
も
事
不
参
候
は
A

、

御
や
め
被
成
候
様
に
、

被
致
候
は
A

、

命
し
け
な
し
に
被
成
候
事
可
然
候
、
し
や
ぜ
ま
し
せ
ず
や
あ
ら
ま
し
と
お
も
ふ
こ
と
は
、

ぽ
や
う
は
せ
ぬ
は
よ
き
也
に
て
候
へ
は
、
柳
菩
も
此
旨
し
り
て
や
め
ら
れ
候
へ
か
し
、
柳
菩
の
も
願
は
れ
候
様
と
御

雨
所
様
思
召
候
は
A

、
貴
様
此
旨
を
以
て
御
や
め
被
成
候
へ
か
し
と
存
候
、
此
許
四
人
手
前
と
も
に
皆
此
存
寄
に
て

候
、
其
内
に
柳
菩
も
其
御
地
へ
着
被
申
候
て
御
到
談
被
成
候
は
＼
三
輪
兄
と
＼
も
に
日
翌
非
得
失
を
御
か
た
り
候
て
被

仰
越
候
様
に
、
貴
様
御
願
の
助
を
せ
ら
れ
候
て
、

一
段
の
事
に
て
候
、

ざ
せ
る
扉
を
建
立
せ
ん
と
の
意
は
、
畢
党
す
ま
ぬ
事
、
亦
な
ら
ぬ
事
に
て
候
へ
は
、
貴
様
御
願
筋
の
助
を
い
た
ざ
れ

候
義
も
、
先
ぬ
し
學
を
せ
ら
れ
候
、
合
貼
に
て
候
は
A

、
御
申
合
然
可
候
、
無
左
候
は
＼
是
も
如
何
と
被
存
候
。

一
、
同
名
惣
十
郎
方
へ
御
尋
被
下
候
や
、
宿
所
度
々
か
は
り
申
候
由
、
先
逹
而
三
輪
兄
よ
り
承
候
、
料
簡
ち
か
ひ
と

も
に
て
候
や
、
其
餘
事
も
先
丼
雨
度
に
委
曲
申
進
候
間
、
只
今
致
省
略
候
、

可
被
下
候
頼
入
存
候

l
¥
o

猶
追
而
可
申
承
候

懐

徳

以
上

ざ
れ
と
も
柳
菩
ぬ
し
は
學
を
せ
ら
れ
候
様
に
見
開
へ
す
候
て
、
郷
國
の
人
に
學

可
然
様
諸
事
御
心
付
ら
れ
御
相
談
被
遣

一
所
に
物
を
致
ざ
れ
、
公
心
公
道
を
以
て
公
學
を
興
す
様
に
柳
菩

一
四

と
か
く
貴
様
の
願
方お



懐

徳

堂

文

書

一五

常
七

B
之
芳
札
十
七
日
相
逹
令
拝
見
候
、
御
叔
父
御
卒
去
之
由
御
笑
止
之
御
事
、
唐
々
傷
令
察
候
、

首
尾
無
歿
所
由
阜
々
被
所
聞
、
御
害
付
之
宴
も
御
越
、
逐
一
令
披
閲
候
、
未
曾
有
の
御
事
、
貴
丈
御
手
柄
井
に
万
年

先
生
の
徳
光
と
恐
悦
不
少
候
、
除
地
之
義
中
々
難
成
事
、
此
方
町
御
奉
行
杯
も
曾
て
不
成
事
杯
御
申
候
程
の
義
に
候

所
、
老
人
杯
随
分
御
精
出
候
て
埒
明
、
於
拙
者
も
本
望
大
悦
に
存
候
、
老
翁
へ
も
早
々
罷
越
申
談
候
、
甚
恰
悦
、
貴

様
へ
も
能
々
申
入
候
様
に
と
の
事
に
て
候
、
御
報
も
逐
て
可
御
遣
由
に
候
、
兼
々
申
人
候
通
申
迄
無
之
候
へ
と
も
、

唯
々
門
之
立
不
申
様
に
願
人
申
候
、
大
様
身
方
打
出
来
申
候
見
及
申
候
故
申
入
候
、
學
校
の
始
り
は
百
姓
不
親
を
憂

給
ふ
よ
り
被
爺
司
徒
の
事
に
て
、
皆
々
自
是
の
見
に
て
寒
り
、

入
候
得
共
、
御
連
枝
方
何
も
御
弔
慰
官
頼
人
候
、

天
下
の
害
を
生
し
申
人
多
御
座
候
、

候
間
能
々
御
考
可
被
成
候
、
右
之
大
願
成
就
に
依
而
も
、
立
蹄
り
に
総
御
麓
御
参
府
可
然
候
、

一
、
兼
々
御
大
願
、
去
六
日
御
飩
阪
、

万
冊
の
基
業
に

尤
私
宅
迄
御
饒
に
御

七

H
於
奉
行
所
被
仰
渡
、

（
題
矮
）

執
齋
先
生
書
腋
(rll
井
竹
山
自
筆
）

△
三
輪
執
齋
興
中
井
梵
奄
書
贖

中

井

忠

蔵

様

六

月

廿

-
B
 

正

名

宅

石

奄

以
各
札
者
不
申

（
花
押
）



第
三
巻

は

（
端
害
竹
山
自
僚
）

是
は
學
校
燒
落
候
節
、
早
々
澁
井
伴
七
を
以
御
城
代
様
へ
奉
伺
候
日
上
饗
、
其
後
別
紙
口
上
伺
書
改
而
差
出
申
候
、

懐

學

校

再

建

文 回

章

中

井

忠

蔵

様

六

月

十

九

B

素
ロ

希

賢

（
花
押
）

輪

菩

蔵

然
候
、
除
地
の
事
貨
様
に
も
、

故
、
拙
夫
は
何
れ
に
て
も
途
而
話
候
へ
と
も
、
兎
角
盆
御
麿
御
参
府
と
申
事
宜
し
く
存
申
人
候
、
万
年
老
人
へ
も
宜

被
仰
入
可
給
候
、
先
頃
、
御
報
申
入
候
其
節
五
井
生
へ
返
書
進
候
、
貴
様
へ
も
委
曲
申
進
候
以
外
不
能
詳
候
、
此
節
は

相
逹
可
申
察
存
候
、
妥
許
l
p
l
志
中
皆
々
大
悦
之
事
に
候
、
先
盆
回
章
如
此
に
御
座
候
、
猶
追
々
可
得
賢
慮
候
、

不
備

御
申
越
候
に
は
甚
心
力
を
用
申
た
る
事
に
候
、
野
夫
事
八
月
末
に
上
り
可
申
存
候

越
候
て
、
能
々
是
は
子
細
有
之
、
大
方
直
逹
程
の
事
に
候
故
、
盆
御
罷
私
方
へ
御
越
被
申
事
宜
筋
に
て
候
、
併
唯
令

上
二
御
忘
中
の
事
に
候
故
、
急
害
申
事
に
て
は
無
御
座
候
、

然
候
、
品
に
よ
り
去
年
御
同
伴
の
内
一
人
御
同
道
も
可
然
欺
、
是
は
追
而
可
申
人
候
、
貴
丈
に
は
、
兎
角
御
参
府
可

徳

八
月
朔
日
此
御
忘
も
明
申
候
、

一
六

八
月
始
に
御
越
可



懐
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相
成
、
残
心
の
俵
に
も
奉
存
候
へ
は
、
急
々
右
の
段
内
々
奉
伺
候
、

以
上
、

此
度
學
校
類
燒
仕
候
に
付
、
同
志
門
人
共
巾
合
、
再
興
仕
度
所
存
に
御
座
候
得
共
、
右
重
立
候
も
の
共
不
歿
類
燒
仕
、

（
力
）

再
興
の
儀
力
に
及
不
申
候
、
聯
の
手
常
銀
を
以
織
の
瑕
屋
を
建
住
居
仕
候
程
の
義
は
、
可
成
に
相
辮
可
申
候
得
共
、

（
力
、
紙
破
）

最
早
學
校
と
唱
申
候
程
の
儀
は
、
決
而
出
来
不
申
候
、
此
俄
は
拙
生
兼
て
愚
寇
に
存
寄
罷
在
候
儀
は
、
於
大
阪
公
儀

の
學
校
御
建
被
遊
、
浬
堂
の
設
、
二
仲
の
秤
菜
被
執
行
、

も
の
に
御
座
候
、
其
場
所
は
場
末
に
て
は
詮
も
無
之
、
船
場
の
内
東
北
の
方
角
杯
可
然
、
町
並
四
拾
間
四
方
の
屋
敷

御
買
上
に
、

被
仰
付
度
事
の
様
に
も
奉
存
罷
在
候
、
然
慮
今
般
大
是
に
付
學
校
四
面
も
燒
地
に
相
成
候
へ
は
、
此

場
所
御
買
上
と
申
候
得
は
、
御
費
も
軽
き
方
、
私
拝
領
地
と
一
所
に
學
校
御
取
建
も
被
遊
候
は
ゞ
、
新
成
御
設
と
は

格
別
に
手
軽
に
も
相
清
可
申
、
若
私
拝
領
地
間
に
狭
り
、
如
何
敷
儀
に
も
御
座
候
は
ゞ
、
右
地
面
を
差
上
可
申
候
、

元
来
亡
父
願
受
候
本
意
、
永
久
に
相
博
度
而
已
の
儀
、
永
ク
子
孫
わ
譲
り
候
杯
と
の
一
分
の
私
計
に
無
之
候
得
は
、

萬
一
右
の
通
相
成
候
得
は
、
誠
永
久
の
儀
、
於
私
も
千
萬
難
有
可
奉
存
候
、
禰
右
の
通
相
成
候
は
ゞ
、
江
戸
表
よ
り

儒
臣
御
役
人
中
杯
御
差
遣
御
取
計
可
被
遊
候
、
私
儀
は
下
地
の
骰
屋
に
住
居
仕
、
御
用
の
端
を
も
相
務
候
は
ゞ
、
木

望
の
至
に
可
奉
存
候
、

に
付
候
て
の
存
寄
に
御
座
候
へ
は
、
事
延
々
に
相
成
候
て
、
近
邊
普
請
も
追
々
出
来
宜
可
申
、
左
候
て
の
手
抜
に
も

（
寛
政
四
年
〉
五
月

一
七

四
方
の
學
者
も
相
集
り
、
貧
學
英
オ
の
者
共
養
育
有
之
度

右
の
段
不
苦
候
は
ゞ
、
江
戸
表
に
罷
下
、
越
中
守
様
御
役
人
中
迄
相
伺
申
度
候
、
尤
右
燒
地



尊
答
被
下
候
御
暇
も
有
御
座
間
布
哉
と
奉
察
候
得
は
、
近
比

以
此
段
申
上
候
、
下
向
の
義
は
何
卒
御
許
容
被
下
度
候
、

一
日
も
早
く
出
立
仕
度
木
意
に
御
座
候
へ
と
も
、

何
分
骰

各
様
思
食
の
慮
も
如
何
に
奉
存
候
故
、

（
中
井
蕉
園
の
筆
に
係
る
）

推
而
罷
下
り
候
義
は
、

別
紙
を
以
荒
増
の

一
筆
啓
上
仕
候
、
盛
暑
の
節
御
座
候
得
共
、
各
様
従
御
勇
健
可
被
成
御
座
、
珍
重
の
御
俄
に
奉
存
候
、
然
は
常
表
先

月
十
七
日
大
火
の
義
、
追
々
御
聞
取
可
被
成
候
、
右
に
付
常
學
校
も
類
燒
仕
り
、
私
俄
始
家
内
長
幼
は
、
無
別
事
一

族
共
方
へ
立
退
罷
在
候
、
右
燒
地
、
似
屋
は
早
々
掛
可
申
候
得
共
、
學
校
再
興
の
義
は
、
所
詮
力
に
及
不
巾
候
、
尤

建
立
以
来
始
而
の
類
燒
に
て
、
前
例
と
て
も
無
御
座
候
へ
は
、

奉
存
候
事
御
座
候
故
、

何
分
の
下
り
各
様
迄
可
申
上
候
、
乍
御
面
倒
其
節
委
曲
御
聞
調
被
下
度
奉
頼
上
候
、

一
、
今
般
下
向
仕
候
主
惹
之
所
一
通
り
不
申
上
候
て
は
、

以
来
の
義
如
何
可
仕
哉
、
右
に
付
何
角
内
々
奉
伺
度

所
各
様
書
し
申
上
候
、
類
燒
後
混
雑
中
急
に
取
調
へ
申
候
事
故
、
文
段
等
分
り
兼
候
義
も
可
有
御
座
候
、

覧
の
上
大
意
の
慮
御
承
知
被
成
猶
被
下
度
奉
存
候
、
尚
面
上
を
得
候
は
A
‘

逐
一
可
奉
申
上
候
、

一
、
右
に
付
各
様
迄
一
應
之
様
子
も
不
申
上
、

餘
り
卒
爾
の
義
恐
多
奉
存
候
故
、
先
書
中
を

屋
を
掛
ヶ
家
内
引
移
し
申
候
義
、
乍
内
分
差
掛
り
候
事
に
御
座
候
得
は
、
此
義
相
清
次
第
出
立
可
仕
候
、
僅
の
土
木

の
義
に
は
御
座
候
へ
と
も
、
格
別
の
大
家
、
諸
豪
家
燒
落
申
候
事
故
、
諸
エ
人
彿
底
手
廻
り
不
申
、
心
な
ら
ず
手
間

取
可
申
候
、
大
氏
月
末
或
は
七
月
差
人
の
比
出
立
仕
候
様
に
相
成
可
申
候
、
左
様
御
開
謹
被
下
度
候
、

一
、
御
繁
用
御
公
務
の
御
中
故
、

是
等
の
瑣
事
迄
は
、

懐

徳

I、

可
然
御
推
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退
候
程
の
義
、
別
而
氣
の
毒
の
義
に
御
座
候
、

楚
忽
恐
多
候
得
と
も
、
狩
答
相
待
不
申
、
用
意
出
来
次
第
出
立
仕
候
義
も
可
有
御
座
候
、
不
敬
の
段
は
幾
軍
に
も
御

用
捨
可
被
下
候
、
乍
去
萬
一
少
々
の
御
閑
暇
も
御
座
候
は
A

、
事
の
成
否
は
格
別
の
義
、
下
向
と
申
迄
の
義
は
各
様

御
承
知
被
遣
被
下
候
て
、
出
立
迄
の
内
ち
ょ
と
御
一
紙
被
仰
下
候
は
A

、
別
而
添
奉
存
候
義
、
道
中
も
安
心
に
て
通

行
可
仕
候
へ
と
も
、
是
は
猥
り
に
所
希
に
は
無
御
座
候
、
唯
々
萬
々
奉
期
拝
面
候
様
に
仕
度
候
、
右
可
申
上
如
此
御

座
候
、
恐
愧
謹
言

大

津

多

丹

治

尚
々
今
般
以
外
之
大
火
絶
言
語
候
、
升
屋
平
右
衛
門
、
鴻
池
菩
右
衛
門
も
皆
々
類
燒
仕
候
、
此
義
は
定
而
最
早
御

承
知
可
被
成
候
へ
と
も
、
乍
序
申
上
候
、
升
屋
は
殊
に
急
火
に
て
、
土
蔵
の
外
は
全
ク
丸
燒
、
家
内
身
す
が
ら
立

様

水

野

浦

左

衛

門

様

長

尾

諌

見

様

吉

村

又

市

様

（
寛
政
四
年
）
六
月
三

B

以
上
、

一
九

積

中

井

菩

太

（
花
押
）



召
出
、
御

思
召
等
に
て
、
御
手
前
様
を
以
、
御

に
被
盆
思
召
候
御
事
に
可
有
御
座
欺
に
候
へ
と
も
、
何
分
官
費
格
別
御
大
造
の
御
事
故
、
此
義
第
一
に
相
支
り
可

の
み
如
側
に
被
武
、

一
、
今
般
奉
伺
候
學
校
再
興
之
儀
は
、
大
小
軽
重
と
も
何
れ
可
然
筋
に
、

（
巾
井
竹
山
自
筆
）

口
上
奉
申
上
候
覺

何
分
公
儀
御
費
用
に
相
成
候
御
鏃
、
近
来
、

御
節
倹
の
筋
専
ら
被
武
、

思
食
候
御
俄
も
可
有
御
座
哉
、

且
又
先

8
差
上
候
杏
付
の
末
に
申
上
候
、

儀
は
、
若
被
仰
付
候
は
A

、
天
下
國
家
の
御
光
と
も
相
成
、
闊
西
諸
國
を
振
立
可
申
俄
に
御
座
候
へ
は
、
重
畳
の
綾

申
哉
と
恐
察
仕
候
、
最
初
よ
り
是
等
の
義
を
も
相
考
不
申
、
楚
忽
に
申
立
候
義
に
て
は
無
之
候
、
是
に
は
折
人
候
愚

意
有
之
、
差
而
官
費
に
相
成
不
申
候
て
、
御
大
造
之
御
設
ヶ
随
分
御
舞
じ
可
被
遊
趣
を
内
々
存
寄
罷
在
候
故
、
試
に

内
密
申
上
度
奉
存
候
、
勿
論
此
一
件
は
、
全
く

公
儀
の
御
盆
を
奉
存
候
義
、
私
身
分
に
か
ヽ
り
候
事
に
て
は
曾
て

無
之
候
へ
は
、
此
義
に
遠
慮
仕
候
筋
は
無
之
候
へ
と
も
、
乍
去
私
式
匹
夫
の
身
分
に
て
打
越
候
儀
、
甚
以
奉
恐
入
候

故
、
此
義
は
最
初
よ
り
差
拍
へ
罷
在
候
、
定
而
間
違
の
愚
意
に
て
、
御
用
に
相
立
候
事
は
無
覺
束
候
得
共
、
も
し
や

如
何
様
に
存
寄
候
義
に
や
と
、
古
の
型
代
に
鋭
葵
の
言
を
も
御
取
用
被
遊
候

内
々
御
尋
も
御
座
候
は
A‘

罷
出
逐
一
可
奉
申
上
候
、
も
し
又
万
々
一
冥
加
に
叶
ひ
、
先
年
の
如
く
被

直
に
御
下
間
も
可
被
遊
候
は
A
、
千
々
万
々
恐
憔
至
極
仕
候
へ
と
も
、

何
卒
内
密
言
上
も
仕
度
奉
存
候
へ
と
も
、
此

懐

徳

御
聞
取
被
盆
遊
候
様
に
御
座
候
と
も
、

仰
出
候
御
時
節
に
相
應
不
仕
候
所
、
是

二
0

公
綾
御
學
校
の



懐
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段
は
餘
り
恐
多
く
猥
り
に
庶
幾
仕
候
義
に
は
無
御
座
候
、

候
、
尤
此
愚
惹
に
於
て
は
、
害
付
を
以
巾
上
候
義
は
幾
重
に
も
御
赦
免
被
成
下
度
奉
願
候
、

寛
政
七
年
乙
卯
七
月
六
日
學
校
再
建
願
御
聞
屈
、
江
戸
よ
り
御
下
知
、
御
手
常
金
三
百
雨
被
下
謹
候
節
、

行
松
平
石
見
守
殿
よ
り
被
仰
渡
候
御
害
付
壼
通

（
學
校
公
務
記
録
第
一
四
九
條
参
照
）

料
等
も
手
常
無
之
に
付
、
永
績
筋
成
に
可
相
成
た
め
、

も
の
＼
緞
に
も
候
間
、

（
端
害
、
中
井
竹
山
自
筆
．
）

何
分
肺
腑
を
不
歿
傾
寓
仕
度
奉
存
候
に
付
、

以
上
、

右
之
段
奉
伺

西
御
奉

其
方
申
立
候
學
校
再
建
願
之
儀
、
父
忠
蔵
儀
享
保
年
中
願
之
上
、
學
問
所
の
地
面
除
地
に
被
成
下
候
節
、
往
々
修
復

地
績
に
て
百
坪
程
町
屋
鋪
を
も
是
又
除
地
に
被
成
下
候
儀
に

付
、
則
相
績
之
御
手
常
に
候
得
者
、
今
度
致
類
燒
候
迎
、
御
手
常
可
被
下
筋
に
無
之
候
得
共
、
年
久
敷
致
相
績
来
候

此
度
は
鈴
御
手
常
金
三
百
雨
被
下
候
、
享
保
起
立
の
繹
心
得
違
不
申
、
元
地
に
て
如
何
様
に

も
學
間
所
取
鋪
理
、
享
保
之
度
被
下
罹
候
添
地
の
方
者
、
往
々
相
績
の
助
成
に
い
た
し
償
可
申
候
、
勿
論
此
以
後
類

水

野

理

兵

衛

様

（
寛
政
四
年
）
子
八
月

尼

崎

町

中
壼

丁

目
ヽ

井

菩

太

中

井

菩

太



但
し
壼
年
戴
百
匁
ッ
、

一
、
六
百
匁

子
年
よ
り
辰
年
迄

燒
等
の
節
も
、
御
手
常
可
有
之
筋
と
は
存
間
鋪
旨
、
江
戸
表
よ
り
御
下
知
、
よ
っ
て
申
渡
候
間
、
難
有
可
存
候
、

助
力
銀
控
二
枚

一
、
五
百
廿
五
匁

一
、
壼
貫
目

一
、
百
七
十
五
匁

ゲ
咸
貫
三
百
匁

（
中
井
竹
山
自
筆
）

但
し
壼
年
百
八
拾
匁
ッ
、

但
し
壼
年
百
五
匁
ッ
、

但
し
壼
年
舟
五
匁
ッ
、

第

四

巻

大

阪

學

校

七

月

懐

徳

書

類

中

井

よ

り

同

断

泉

屋

理

衛

西

尼

崎

同

断
や

利

足

東

尼

崎

屋

義

衛
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六
拾
目

盃

升

屋

乙

鴻

池

同
長

嶋

同
舟
橋
屋

同

（

力

）

生
見
屋

五
拾
匁
阿
波
屋

（
別
紙
）

一
、
壼
貫
八
百
匁

一
、
五
百
匁

ゲ
咸
貫
三
百
匁

゜゜゜゜゜
午

゜
未
年
よ
り
近
江
町
引
上
本
町
へ
同
居
故
此
分
助
力
銀
相
止
、

申
年
五
月
よ
り
又
別
居
な
か
ら
同
年
よ
り
不
出
よ
し

゜゜゚
未

゜ 。゚゜
申

゜ ゜ ゜゜
酉

゜ ゜ ゜゜
戌

徳

衛

か

り

（
力
）

格

り

↓

T

‘

 

徳

力



口
上
書
を
以
申
上
候

第

五

巻

學

校

公

務

候、

葦

r
 類

金
高
少
々
相
増
盆
可
申
候
、
乍
御
不
肯
此
段
御
同
意
被
下
間
敷
哉
、

一
左
右
承
候
上
、
常
年
分
之
銀
無
滞
相
納
可
申

同
志
中
被
差
出
候
口
上
杏
寓
（
中
井
碩
果
自
筆
）

（力）

去
JV

午
年
、
武
學
校
永
績
、
諸
君
義
金
御
加
入
被
下
厚
情
不
淡
、
同
志
一
統
大
脱
仕
候
、
御
約
束
通
、
今
亥
年
四
且

よ
り
百
目
ッ
、
御
返
清
申
候
、
年
三
朱
利
足
相
添
差
出
可
申
候
、
然
所
最
初
は
五
百
目
ッ
、
百
人
加
入
の
積
り
候
故
、

三
朱
利
足
相
計
積
金
相
應
出
来
候
心
枝
り
御
座
候
所
、
存
外
人
敷
不
足
、
漸
六
十
餘
人
に
て
積
金
大
減
少
相
成
、
我

々
一
統
心
配
仕
候
、
例
て
無
煉
建
立
一
議
、
近
比
申
上
兼
候
へ
共
、
年
一
二
朱
利
息
御
用
拾
預
り
積
金
え
相
加
候
は
A

、

五
拾
匁
和
泉
屋

百
目學
問
所

四
拾
匁
南
邊
屋

懐

徳

゜゜゚

゜゜゚

゜゜゜

゜゜゚

゜゜゜
ニ
四



二
）
拾
子
病
死

届
（
一
）
門
前
捨
子

に
闊
す
る
届

出

懐

徳

堂

文

書

（
右
二
項
、
懐
徳
堂
外
事
記
（
五
七
）
（
五
八
）
の
項
参
看
）

（
安
永
三
年
）

五

月

下
候
様
奉
願
候
、

以
上
、

八

H

（
安
永
三
年
）

午

四

月

日

二
五

學
問
所
預
り
中

井

菩

太

⑲

學
問
所
預
リ
中

井

菩

太

向

一
、
去
JV

三
月
廿
四
日
之
夜
御
居
申
上
候
尼
ヶ
崎
町
壼
丁
目
諸
役
御
免
除
地
學
問
所
軒
下
に
捨
有
之
候
常
歳
の
女
子
其

後
養
育
仕
罷
有
候
所
、
此
度
栢
垣
藤
左
衛
門
様
御
代
官
所
撮
州
西
成
郡
三
津
屋
村
百
姓
太
兵
衛
と
申
者
同
村
源
七
請

負
を
以
貰
度
申
候
に
付
差
遣
し
度
奉
存
候
、

以
養
育
可
仕
段
相
違
之
義
無
御
座
候
、
願
之
通
被
仰
付
候
は
A

、
難
有
可
奉
存
候
、

口
上
害
を
以
申
上
候

尤
太
兵
衛
女
房
常
春
出
産
仕
り
、
其
小
兒
先
月
病
死
仕
候
に
付
其
乳
を

以
上
、

一
、
去
J
V
-
―
一
月
廿
四

8
之
夜
御
屑
申
上
候
尼
ヶ
崎
町
壼
丁
目
諸
役
御
免
除
地
學
問
所
軒
下
に
捨
有
之
候
常
成
の
女
子
先

逹
而
御
頴
申
上
候
通
り
惣
身
術
氣
相
見
へ
申
候
故
、
最
初
よ
り
臀
師
古
林
正
民
治
療
相
加
へ
罷
有
、
癒
氣
は
柳
快
相

見
へ
候
所
、
右
正
民
坐
相
用
候
へ
共
、
寮
治
不
相
叶
、
今

8
相
果
申
候
に
付
、

此
段
御
屈
申
上
候
、
御
聞
屑
被
盆
成



四
）
學
校
封
奉

行
所
の
務
方

に
就
て

二
）
捨
子
行
倒

者
等
に
到
す

る
願
書

（
極
伊
豫
守
殿
力
）

安
永
四
年
西
御
奉
行
京
（
薮
字
紙
破
）
初
入
之
節
、
先
規
之
通
務
方
何
餃
節
（
薮
字
紙
破
）
之
節
、
井
年
末
務
方
の
大
略
認
差
出
候
様
（
二
三
字
紙
破
）

（
端
書
）

（
安
永
三
年
）

午

五

月

日

り
御
開
屑
の
上
可
然
御
下
知
被
貧
成
下
候
は
A

、
難
有
可
奉
存
候
、

以
上
、

捨
子
行
倒
者
怪
我
人
惣

r
學
校
二
懸
合
候
事
不
取
合
様
之
願
文

奉
願
候
口
上
覺

一
、
去
JV

三
月
廿
四

H
常
月
八
日
追
々
御
屈
申
上
候
通
り
、
尼
ヶ
崎
壼
丁
目
除
地
諸
役
御
免
學
問
所
軒
下
に
有
之
候
捨

の
義
、

子
取
上
ヶ
養
育
仕
候
所
、
病
死
仕
候
に
付

候
事
も
無
之
、
差
掛
り
候
義
に
御
座
候
所
、
不
得
止
事
一
分
に
引
受
始
終
の
世
話
仕
り
相
清
申
候
、
少
分
の
學
問
所

以
来
ヶ
様
の
義
毎
々
御
座
候
て
は
甚
難
澁
仕
候
、
其
外
軒
下
門
前
に
於
て
行
倒
れ
者
怪
我
人
杯
御
座
候
節
も
、

如
何
取
計
ら
ひ
可
仕
哉
、
乍
序
奉
窺
候
、
是
又
右
の
趣
に
て
は
難
澁
至
極
の
義
に
御
座
候
、
諸
役
御
免
地
の
事
に
御

座
候
へ
は
、

何
卒
此
已
後
惣
て
町
方
臨
時
の
差
懸
り
合
候
節
迷
惑
不
仕
候
様
に
被
仰
付
被
盆
下
度
奉
願
候
、
願
の
通

願
書
案
文

（
端
書
） 懐

徳

學
問
所
預
lJ

中

井

菩

太

園

御
下
知
を
以
死
骸
相
片
付
申
候
、
右
は
不
意
の
義
に
て
、
兼
て
奉
伺
謹

二
六



懐

徳

堂

文

書

一
、
尼
ヶ
崎
町
壼
丁
目
學
問
所
之
義
、
享
保
十
一
年
四
月
亡
父
忠
蔵
御
願
申
上
、
同
六
月
七

H
願
之
通
被
盆

右
之
場
所
除
地
諸
役
御
免
許
に
被
盆

忠
蔵
學
問
所
預
り
と
申
に
て
、
雨
御
番
所
手
頭
八
朔
御
罷
、
寒
暑
中
之
伺
、
御
奉
行
様
御
交
代
御
初
入
御
歓
等
相
務

申
候
、
賓
暦
八
年
忠
蔵
相
果
、
私
儀
家
督
相
績
仕
候
、
則
學
問
所
預
り
相
務
候
段
、
其
節
追
々
御
屑
申
上
、
先
例
之

通
り
此
節
迄
相
務
来
り
候
、
尤
年
頭
御
麗
は
正
月
二

8
諸
家
留
守
居
中
と
御
城
入
臀
師
衆
と
の
間
口
罷
出
候
、

御
證
は
七
月
廿
日
過
晦
日
迄
之
内
、
勝
手
に
罷
出
、
大
方
は
廿
八

H
に
相
務
候
、
御
初
入
之
節
は
、
御
家
老
中
迄
右

御
歓
申
上
、
直
に
御
逢
披
下
候
義
も
有
之
、
又
は
御
家
老
中
迄
申
謹
罷
蹄
り
、
其
後
年
頭
八
朔
等
の
御
序
に
御
目
通

り
仕
候
義
も
御
座
候
、
近
来
は
大
方
御
家
老
中
迄
申
醤
候
、
其
外
臨
時
罷
出
候
義
、
皆
々
御
家
老
中
迄
懸
御
目
候
義

常
式
に
て
、
随
身
御
用
等
に
て
被
召
候
義
も
、
御
家
老
中
よ
り
御
手
紙
に
て
被
仰
下
罷
出
候
、
諸
事
の
務
一
切
中
の
一

口
よ
り
出
入
仕
候
、
品
に
よ
り
表
立
候
御
屈
申
上
候
義
に
て
は
、
御
常
番
所
へ
罷
出
候
義
も
御
座
候
、
私
代
に
相
成

候
て
御
初
入
の
節
相
務
申
候
例
は
、

覺

二
七

仰
付
候
旨
雨
御
奉
行
鈴
木
飛
弾
守
様
、
松
平
日
向
守
様
被
仰
渡
候
、
其
已
来

鵜
殿
出
雲
守
様
賓
暦
十
二
年
六
月
の
御
到
着
に
て
同
七
月
四

B
罷
出
、
曲
淵
甲
斐
守
様
明
和
―
―
一
年
三
月
の
御
到
着
に

て
同
四
月
五

B
罷
出
、
室
賀
山
城
守
様
同
五
年
七
片
の
御
到
着
に
て
同
月
廿
日
罷
出
、
紳
谷
大
和
守
様
同
六
年
十
二

奥
力
安
井
新
十
郎
よ
り
申
末
り
差
出
餃
害
付
案
文
、

八
朔

開
召
屈
、



（
五
）
御
隣
書
の

件
に
就
て

一
、
御
初
入
之
節
は
三
本
入
扇
千
奎
、
年
頭
八
朔
井
に
御
交
代
の
節
は
御
肴
代
銀
子
壼
封
持
参
仕
候
、
寒
暑
の
伺
は
國

元
の
茶
一
袋
手
紙
を
以
御
家
老
中
迄
差
出
謹
候
、

奉
伺
候
口
上
覺

一
、
學
校
之
義
に
付
、
去
子
年
冬
御
願
申
上
候
云
々

（
右
は
學
校
公
務
記
録
(
-
=
-
）
の
條
に
牧
む
る
を
以
て
略
す
）

（
端
書
[
)

（
懐
穂
堂
外
事
記
（
六
一
）
の
條
参
照
）

（
別
紙
）

天
明
元
年
辛
丑
十
一
月

候
、
以
上

懐

ロ

六
上

月

安
永
四
年
六
月

月
の
御
到
着
に
て
、
同
月
十
五
日
罷
出
、

穂

（
丑
十
一
月
廿
四

H
附
）

巾

井

中

井

菩

太

以
後
一
雨
日
の
内
罷
出
申
候
義
に
御
座
候
、

以
上

善

中

井

菩

太

何
れ
も
先
規
の
通
り
御
歓
申
上
候
義
に
御
座
候
、
右
の
通
り
相
違
無
御
座

ニ
八

太



（
セ
竹
山
隠
居

と
學
主
及
預

人
六
）
同
上

懐

徳

堂

文

書

口
上
書
を
以
奉
伺
候

六

月

廿

四

H

奉
伺
候
口
上
覺

二
九

（
稼
善
）

中

井

菩

太

⑲

一
、
去
IV
安
永
九
子
年
十
一
月
學
校
人
別
證
文
等
之
義
奉
願
度
京
極
伊
豫
守
様
え
相
伺
候
所
、
學
校
＾
除
地
無
役
之
事

故
、
人
別
は
閲
分
可
総
別
證
文
願
立
可
然
候
、
左
候
へ
＾
以
来
御
鯛
流
之
義
、
別
段
に
召
出
し
可
申
開
候
間
、
此
段

相
心
得
候
上
に
て
可
願
出
候
旨
、
御
直
に
被
武
仰
開
奉
畏
候
段
御
請
巾
上
、
御
月
番
土
屋
駿
河
守
様
え
右
御
願
申
上

候
所
、
同
十
二
月
品
々
願
之
通
り
被
総
仰
付
候
、
其
後
御
獨
書
之
義
御
沙
汰
無
之
候
所
、
翌
丑
年
駿
河
守
様
へ
右
御

獨
害
之
義
奉
伺
候
へ
は
、
其
節
伊
豫
守
様
に
は
御
退
役
、
佐
野
備
後
守
様
御
新
役
之
御
瑚
に
付
、
少
々
御
様
子
有
之

候
へ
＾
、
常
分
御
獨
書
不
承
候
と
も
差
間
候
義
も
無
之
候
は
A

、
先
暫
見
合
候
様
に
駿
河
守
様
よ
り
御
内
謡
に
て
差

拍
へ
罷
在
候
内
、
無
程
駿
河
守
様
御
轄
役
、
其
後
改
而
奉
伺
候
折
も
無
之
、
其
儘
に
て
今
日
に
相
成
申
候
、
餘
り
年

敷
を
経
候
故
、
此
節
乍
延
引
叉
々
右
奉
伺
候
、
何
卒
最
初
伊
豫
守
様
被
鈷
仰
開
候
通
り
に
御
下
知
被
成
下
候
は
A

、

難
有
可
奉
存
候
、

以
上

一
、
私
俄
老
年
に
及
歩
行
難
澁
仕
り
、
表
向
の
務
出
来
兼
候
に
付
、
常
秋
中
に
隠
居
仕
り
、
冊
枠
淵
蔵
家
督
相
績
仕
り
、

學
校
預
り
相
務
め
表
向
の
諸
事
年
来
私
相
務
の
通
り
に
盆
仕
度
奉
存
候
、

此
段
可
然
御
聞
屈
被
成
下
度
候
、



九
）
年
頭
挨
拶

御
證

八
）
焦
園
雨
術

に
挨
拶
の
件

（
右
は
學
校
公
務
記
録
（
一
六
四
）
の
條
と
同
文
二
付
略
す
）

り
は
名
前
人
に
て
、
地
面
支
配
仕
り
、
公
邊
相
務
候
義
に
御
座
候
、
尤
時
節
の
模
様
に
よ
り
預
人
よ
り
學
士
を
相
兼
、

又
は
學
主
よ
り
預
り
を
兼
候
事
も
有
之
候
様
に
定
め
謹
候
故
、
最
初
享
保
十
一
午
年
學
校
被
仰
付
候
節
三
宅
石
奄
學

主
に
相
成
、

（
二
字
讀
メ
ズ
）

御
口
被
成
下
難
有
頂
戴
仕
候
、
右
御
請
御
鰐
申
上
度
、
ロ
ロ

中

井

菩

太

⑲

仰
付
候
以
来
學
主
と
預
り
と
申
と
雨
人
有
之
、
學
主
は
門
下
教
導
の
儀
を
司
と
り
、
預

亡
父
忠
蔵
は
願
主
の
事
に
て
、
預
り
人
に
相
成
、
同
十
五
戌
年
石
奄
死
後
忠
蔵
壼
人
に
て
學
主
兼
帯
仕

り
、
賓
暦
八
宙
盃
＇
忠
蔵
死
後
、
私
義
名
跡
相
績
、
預
り
人
に
相
成
、
石
庵
名
跡
オ
ニ
郎
學
主
相
務
、
天
明
二
寅
年
オ

二
郎
死
後
私
壼
人
に
て
學
主
兼
帯
仕
り
今
日
に
至
り
候
、
是
等
の
次
第
賓
暦
天
明
雨
度
と
も
追
々
御
屈
申
上
謹
候
義

に
御
座
候
、
此
度
淵
蔵
名
跡
相
績
仕
り
候
て
も
、
私
儀
歩
行
の
難
澁
の
み
に
て
、
平
生
の
氣
力
は
格
別
の
老
哀
を
も

覺
不
申
候
得
は
、
學
士
の
職
は
其
儘
相
務
可
申
候
得
は
、
又
々
已
前
の
通
り
雨
人
務
に
相
成
可
申
候
、
此
段
も
御
聞

居
被
遊
被
罹
可
被
下
候
、

以
上

寛
政
九
年
丁
巳
八
月

一
、
同
十
月
淵
蔵
継
目
之
御
麓
相
務
候
節
云
々

一
筆
啓
上
仕
候
、
然
者
年
頭
御
樽
代
獣
上
仕
候
に
付

守
様
へ
御
序
の
節
可
然
御
執
成
御
披
露
被
下
度
奉
頼
候
、
恐
恨
l

一
、
學
校
之
義
＾
最
初
被
鴛

懐

徳

1
0
 



(
―
一
）
蕉
園
江

戸
下
向
届

(
1
0
)
隣
書
受

領
挨
拶

懐

徳

堂

文

書

一
、
私
俄
今
般

堀
田
大
蔵
太
輔
様
御
供
に
て
江
戸
表
へ
下
向
仕
り
来
廿
六
七

H
之
内
御
常
地
出
立
可
仕
候
右
之
段
御
屈
申
上
候
以
上

口
上

御
獨
害
壼
通
盆
御
持
被
下
、
被

奉
畏
候
、

以
上

尚
々
御
使
被
下
候
節
他
行
仕
り
罷
在
候
故
拝
答
及
延
引
候
御
用
捨
可
被
下
候
、

四

月

廿

四

日

月

B

側
用
人
宛

仰
出
候
御
趣
奉
畏
候
、
尤
御
呼
出
之
上
御
渡
し
被
下
候
様
に
相
心
得
可
申
旨
是
又

以
上

吋ヽ



（
害
入
） 以

上
明
廿
六
日

（
端
書
） 懐

五

月

晦

8

御
用
之
緞
有
之
候
間
唯
今
早
々
大
隅
守
御
役
所
わ
可
被
罷
出
候
、

中

井

修

治

様

辰
八
月
廿
五

H

文
久
―
―
一
年
癸
亥
五
月
雨
手
學
校
見
分

中

井

七

郎

様

衝
ヂ
學
校
え
御
入
諸
翡
記

第

六

巻

術

罪

御

入

諸

猿

書

以
上

念
キ

吉

田

富

安

東

保

之

丞

兵

衛

大

須

賀

録

次

郎

古

堀

源

之

祐

御

案

内

方

惣

代

西
御
奉
行
様
町
方
御
廻
り
に
付
、
其
御
宅
え
御
入
御
小
休
に
相
成
候
間
、
貧
御
心
得
此
段
得
貴
謡
候
、



懐

徳

堂

文

書

御
役
人
中
様

--'→ 
ノ‘

月

朔

日

今
朔

H
雨
御
奉
行
様
方
被
遊

御
延
引
被
遊
候
哉
、
乍
内
々
一
應
御
伺
申
上
候
以
上

寺

祉

方

雨

男

見

分

（
害
入
）

候
以
上

明
朔

H
雨
御
奉
行
方
御
出
之
俄
査
後
呉
御
逹
申
僅
候
虞
、
刻
限
御
引
上
ヶ
四
ッ
時
に
相
成
候
間
、
猶
又
此
段
御
逹
申

文
久
三
年
亥
六
月
朔
雨
ヂ
見
分

（
書
入
）

御
入
候
様
御
逹
御
座
候
得
共
、
唯
今
に
不
被
遊

五

月

晦

日

中

井

修

治

様

御
入
候
、
御
用
等
御
出
来
御
差
支

中

井

修

治

邦

吉

田

富

之

丞

大

須

賀

録

次

郎



御
害
面
之
趣
致
承
知
、
今
日
俄
に
御
用
向
出
来
、
雨
御
奉
行
共
御
越
無
之
、
延
引
相
成
申
候
、
今

H
は
月
番
も
送
り

し
事
故
、
東
寺
社
方
よ
り
其
儀
御
逹
可
申
廉
に
も
有
之
候
慮
、
無
其
俄
彼
是
不
都
合
之
儀
宜
御
断
申
候
以
上

内

山

彦

（

久

須

美

）

（

ヨ

メ

ズ

）

蒲
御
安
泰
奉
敬
賀
候
、
賊
に
先
夜
は
御
苦
傍
御
儀
奉
存
候
、
然
者
須
佐
渡
守
参
堂
之
儀
御

□前
御
噂
仕
候
通
、
来
Jv

候
得
共
、

廿
四
日
は
蒲
延
引
、
来
月
中
に
被
相
越
候
様
被
申
開
候
、
尤
日
限
い
ま
た
不
相
分
候
付
、
治
定
次
第
尚
御
打
合
可
及

不
取
敢
右
之
趣
盆
御
心
得
可
得
貴
意
如
斯
御
座
候
以
上

尚
以
木
行
之
趣
並
河
先
生
ね
も
可
然
被
仰
通
被
可
下
候
奉
憚
候
以
上

一
筆
啓
上
仕
候
然
者

西
御
奉
行
久
須
美
佐
渡
守
様
御
事
、
去
JV

廿
二
日
五
ッ
半
時
専
念
寺
御
佛
券
よ
り
常
學
校
ね
被
武
入
御
目
見
、
且
教

授
所
業
講
會
等
之
義
も
御
尋
有
之
、
彼
是
御
話
之
上
正
午
御
還
駕
に
相
成
候
、
先
年
右

懐

中

井

正

月

廿

B

六 徳

修

治

様

月

朔

8
御
親
披

次

郎

藤

野

四

郎

加

藤

孫

七
一四



懐

徳

堂

文

書

並

河

復

殿

安
政
六
已
未
年
四
月

御
先
代
様
も
御
在
役
中
に
被
鈴
人
、
尚
又
今
般
如
此
次
第
、
於
常
學
校
生
光
輝
候
事
、
先
哲
方
御
聞
も
有
之
候
へ
は

定
而
御
喜
悦
可
被
下
候
義
と
本
存
候
、
依
之
右
御
吹
蒻
申
上
度
如
此
御
座
候
以
上

一
銀
威
拾
貫
目
也

五

白

山

彦

五

郎

園

右
者
貧
懐
億
堂
御
永
績
御
助
成
、
常
未
年
よ
り
来
JV

亥
年
迄
五
ヶ
年
之
間
無
利
足
に
て
御
用
立
申
所
買
正
也
、
然
JV

上
は
右
元
銀
直
に
常
方
ね
悔
相
預
、
年
五
朱
之
利
足
に
相
立
、
年
限
瀾
年
之
上
元
銀
御
返
清
可
被
下
御
約
定
也
、
右

預
儀
定
證
文
依
而
如
件
、

覺

（
包
紙
）

L
 

一
木

（
袋
表
書
）
安
政
六
年
己
未

助
成
金
一
條
書
記
入
（
四
通
）

一＿
 

ヽ

安
政
六
年
助
成
金
證
書
四
通
附
、
逸
史
板
賃
損
一
札



覺

（
包
紙
）

L
 

一
木 白

山

疹

五

郎

殿

次
第
御
座
候
、
満
年
の
上
元
銀
之
義
は
直
様
其
元
殿
へ
御
引
取
可
被
成
下
候
、
右
借
用
規
定
誇
文
伯
而
如
件
、
（
及
泉
）

二
⑲
（
寒
泉
）

一
⑲

覺

（
包
紙
）

し
一
オ

懐

安
政
六
已
未
年
四
月

並 中

河 井

復 修

一
銀
咸
拾
貫
目

右
は
盆
懐
億
堂
永
績
御
助
成
、
時
節
柄
格
別
之
御
配
慮
ヲ
以
、
常
未
年
よ
り
来
JV

亥
年
迄
五
ヶ
年
之
間
無
利
足
に
て

借
用
仕
、
右
元
銀
直
様
其
元
殿
へ
御
預
り
之
上
年
五
朱
の
利
足
年
限
中
毎
十
一
月
中
御
渡
し
被
成
下
候
御
約
定
、
添

中

井

修

治

殿

穂

中

．

井

（
桐
園
自
筆
）

一六



懐

徳

堂

文

書

一
銀
四
拾
五
貫
目
也

三
拾
貫
目

右
者
鴛
懐
穏
御
永
績
御
助
成
、
常
未
年
よ
り
来
る
亥
年
迄
五
ヶ
年
之
間
無
利
足
に
て
御
用
立
申
慮
寅
正
也
、
然
る
上

は
右
元
銀
直
に
此
方
へ
悔
相
預
り
、
月
五
朱
之
利
足
年
限
中
積
謹
、
満
年
之
上
元
銀
御
返
演
可
被
下
御
約
定
也
、
尤

利
積
銀
之
儀
者
其
節
御
相
談
次
第
に
取
斗
可
致
候
、
鴛
後

H
預
り
議
定
證
文
伯
而
如
件
、

（
包
紙
）道
明
寺
屋
吉
左
衛
門
文
銀
咸
ゲ
目
、
辰
十
二
月
廿
日
預
り
手
形
入

預
り
申
銀
子
之
事

文
銀
或
貫
目
也

中

井

修

治

殿 安
政
六
已
未
年
正
月

並

河

復

一

殿

七

平

瀬

市

郎

兵

衛

⑲

ク

拾
五
貫
目

市
郎
兵
衛
よ
り

内

宗
十
郎
よ
り



日
一
札
依
而
如
件
、

一
、
御
蔵
板
逸
史
離
刻
御
企
之
仰
、
私
共
雨
人
乍
不
及
愚
配
仕
候
に
付
、

難
有
仕
合
、
依
之
逸
史
壼
部
に
付
、
板
賃
銀
拾
五
朱
に
相
定
、
摺
立
部
敷
之
鏃
者
精
々
出
精
仕
、
平
均
間
に
咸
拾
部

宛
摺
立
候
、
板
賃
銀
上
納
之
義
＾
節
季
毎
に
相
納
可
申
候
、
然
上
者
務
行
廣
相
成
候
二
付
て
は
、
書
林
仲
間
表
作
法

通
取
斗
御
支
配
致
候
規
模
を
以
、
板
賃
摺
之
俵
＾
雨
人
限
に
願
上
候
所
、
御
承
知
被
成
下
候
段
難
有
奉
存
候
、
盆
後

但
し
、
此
度
仲
間
入
用
並
に
株
式
繹
立
入
用
共
、
逸
史
廿
部
之
板
賃
ヲ
以
取
扱
仕
候
事
、

安
政
五
戊
午
八
月

（
包
紙
）

し
一
方

懐

學

問

所

同

志

中

元
文
元
年
丙
辰
十
二
月
廿
日

徳

河

内

屋

吉

兵

衛

⑲

加

賀

屋

菩

兵

衛

⑲

此
度
板
賃
捐
雨
人
へ
引
請
被
仰
付
、
千
萬

逍

朋

寺

屋
吉

左

右
之
銀
預
り
申
所
賓
正
也
、
何
時
に
て
も
此
手
形
に
て
返
辮
可
仕
候
、
盆
後
證
伯
如
件
、

一八

（
徳
通
）

衛

門

圏



懐

徳

堂

文

書

飽
肥
米
拾
俵

萬
延
二
年
辛
酉

酉
二
月
五

fl

内
中
國
米
壼
俵

百
五
拾
七
匁
七
分
替

一
銀
亭
竺
戸
八
拾
三
匁
四
分
五
厘

越
後
米
拾
式
俵

酉
四
月
廿
―

-
H

一
銀
七
百
九
拾
戴
匁
三
分

酉
二
月
六
日 作
州
米
六
俵

一
銀
―
―
一
百
六
拾
壺
匁
六
分
六
厘

三
百
拾
五
匁
四
分

四
拾
六
匁
威
分
六
厘

平
瀬
市
郎
兵
衛
殿
預
り

（
表
書
） 一一一

ヽ

義

金

助

成

金

簿

中

井

様

威
百
咸
拾
六
匁
替

一
綴

九



四、

召
出
、
學
校
再
建
の
義
去
JV

丑
―
―
一
月
格
別
減
省
の
枝
り
書
被

酉
四
月
廿
九

H

一
銀
八
百
舟
目

大
洲
半
紙
五
丸

酉
七
月
十
八

H

一
銀
九
百
三
拾
威
匁
四
分

岡
米
咸
拾
壼
俵

酉
九
月
八
日

逸
史
威
拾
五
部

書

類

懐

徳

堂

記

録

拾

遺

一
、
學
問
所
再
建

口
上
奉
申
上
候
覺

一
、
藉
服
廿
三

H
被

（
以
下
餘
白
六
枚
ア
リ
） 仕
立
代

一
咸
百
煎
拾
四
匁
六
分
咸
厘

懐

徳

四
拾
壼
匁
五
分
替

（
二
通
）

百
四
拾
八
匁
替

仰
付
、
同
四
月
右
の
掛
付
差
上

四
0



旬
被

．
 

ヽ

懐

徳

堂

文

書

候
得
共
、
尚
又
今
般
厳
敷
減
し
方
を
付
候
て
、
重
て
可
申
上
旨
被

差
上
候
絡
闘
の
内
成
丈
省
略
を
付
、
勝
手
向
＾
瑕
屋
の
儘
直
に
相
川
候
を
第
一
の
減
し
方
に
仕
り
、
右
の
繕
闘
井
に

積
り
害
等
別
紙
に
差
上
申
候
、
骰
屋
の
義
は
類
燒
後
早
々
常
分
の
凌
迄
に
用
意
仕
候
事
故
、
最
初
＾
軽
く
建
直
し
申

度
、
其
綺
胤
を
差
上
候
慮
、
此
度
右
骰
家
を
其
盛
相
用
、
別
に
建
織
修
覆
等
仕
候
て
、
別
紙
積
り
し
通
り
に
御
座
候
、

尤
大
積
り
の
内
、
惣
て
襖
隙
子
E

翌
等
は
、
追
々
如
何
様
に
も
取
繕
仕
度
奉
存
候
に
付
、
右
の
分
は
相
省
申
候
て
、
別

紙
の
高
に
御
座
候
、
左
候
へ
は
建
物
一
式
公
恩
を
以
皆
出
来
再
興
に
相
成
申
候
、
何
卒
右
の
通
被
盆

學
校
再
建
に
付
取
調
の
次
第

一
昨
子
年
五
月
學
校
類
燒
仕
、
忽
々
仮
家
普
請
仕
り
、
同
七
月
末
江
戸
表
へ
罷
下
り
、

中
守
様
へ
學
校
再
建
の
義
書
付
を
以
奉
伺
候
慮
、
御
聞
清
被
成
下
、
此
通
大
阪
御
奉
行
所
へ
願
出
可
申
旨
、
同
月
下

仰
出
、
阿
九
月
末
蹄
阪
仕
、

一
、
昨
丑
年
―
―
一
月
被

通
り
に
申
上
候
内
、

召
出
、
學
校
再
建
給
鳳
差
出
候
様
に
、
御
奉
行
所
に
於
て
被
仰
付
候
學
校
制
度
の
義
、
最
初
二

一
通
り
は
元
地
面
僅
二
百
舟
坪
の
所
、

は
＼
、
本
望
無
此
上
、
煎
弊
難
有
可
奉
存
候
、

（
宜
政
六
年
）

寅

二

月

十
月
初
旬
常
地
御
奉
行
所
へ
願
出
候
、

以
上

四 八
月
中
旬
到
着
仕
り
、
越

一
向
手
狭
に
御
座
候
故
、
御
硲
地
を
以
亜
廟
拝
殿
文
庫

中

井

善

太

仰
渡
奉
畏
候
、
初
而
追
々
取
調
へ
仕
り
、
先
逹

仰
付
被
下
候



右
市
兵
衛
も
招
寄
到
談
仕
候
様
に
と
被
仰
付
候
、

教
授
の
宅
杯
建
添
候
に
仕
度
と
の
檎
闘
一
枚
、
又
右
唯
廟
等
は
相
止
め
、
元
地
面
の
儘
に
て
講
堂
學
寮
少
し
相
弘
め
、

文
庫
一
ッ
建
添
候
様
に
仕
度
と
の
槍
胤
一
枚
、
右
の
二
通
り
同
四
月
差
上
候
慮
、
二
枚
と
も
御
留
謹
被
遊
候
得
と
も
、

準
廟
の
方
は
御
大
造
の
御
儀
、
先
元
地
面
の
方
を
主
と
仕
候
様
に
被
仰
付
候
、

一
、
同
月
綺
岡
差
上
候
後
、

元
地
面
の
方
に
て
普
請
の
積
り
害
を
も
差
上
候
様
に
被
仰
付
候
、
惣
高
何
程
と
申
見
頭
も

無
之
不
案
内
の
儀
故
、
此
積
り
方
難
澁
仕
り
候
へ
と
も
、
諸
職
人
相
集
め
、
罹
建
具
迄
銘
々
人
別
に
見
積
り
害
盆
仕
、

大
抵
見
苦
し
か
ら
ぬ
程
に
仕
立
候
積
り
を
以
、
帳
面
を
造
り
差
上
候
慮
、
惣
ゲ
高
千
四
五
百
雨
に
及
候
故
、
か
ざ
高

の
義
格
別
誠
じ
方
を
は
、
積
り
直
し
候
様
に
被
仰
付
候
故
、
随
分
机
普
請
に
仕
り
、
倍
て
積
り
直
し
申
付
、
千
八
十

雨
程
の
高
に
害
付
差
上
候
、
其
上
に
て
御
奉
行
所
に
於
て
、
平

H
御
用
被
仰
付
候
大
工
仲
仕
市
兵
衛
と
申
へ
同
様
の
一

積
り
被
仰
付
候
、
此
積
り
方
餘
程
手
間
取
り
、
其
間
に
は
折
々
被
召
出
、
岡
面
御
胤
の
義
も
有
之
、
同
七
月
末
に
同

人
枝
り
千
―
―
一
拾
雨
程
と
申
上
候
由
に
て
、
大
抵
似
寄
り
候
義
と
て
、
右
積
り
書
雨
通
と
も
、
同
八
月
御
城
代
様
へ
御

差
出
し
被
成
候
由
に
御
座
候
、

一
、
同
十
二
月
廿
三

H
被
召
出
、
江
戸
よ
り
御
下
知
に
て
、
普
請
方
見
積
り
害
、
尚
又
格
別
の
減
し
方
を
付
積
り
直
し
、

念
々
差
出
様
に
被
仰
付
候
、
時
節
押
詰
職
人
も
手
透
無
之
候
故
、
早
春
ま
で
御
延
引
被
下
候
様
に
御
願
申
上
候
、
尤

一
、
常
宵
正
月
夫
々
申
談
じ
、
格
別
の
糀
普
請
に
仕
り
、
私
方
棟
梁
よ
り
は
七
百
五
拾
雨
程
に
積
り
立
、
市
兵
衛
よ
り

懐

徳

四
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徳
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文
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は
七
百
或
拾
雨
程
に
積
り
候
趣
を
以
、
同
月
中
旬
書
付
差
上
候
娼
、
御
奉
行
所
よ
り
何
卒
五
百
雨
位
に
て
相
清
申
候

様
に
と
推
返
し
被
仰
付
候
故
、
甚
常
惑
仕
り
候
へ
共
、
勝
手
向
住
居
は
火
後
常
分
の
骰
屋
、
所
詮
年
敷
は
た
も
ち
不

申
と
も
、
是
を
其
儘
に
相
用
候
を
専
一
の
減
方
に
仕
り
、
其
外
所
々
手
抜
を
仕
り
、
右
大
工
雨
人
と
も
五
百
一
二
四
拾

雨
程
に
積
り
立
候
、
同
月
下
旬
右
害
付
差
上
候
慮
相
納
ま
り
、
其
以
来
今
日
迄
何
の
御
沙
汰
も
無
御
座
候
、
以
上
、

右
は
一
昨
年
子
年
、
學
校
再
建
御
願
申
上
候
以
来
、
常
正
月
迄
追
々
御
取
調
へ
被
仰
付
候
次
第
如
此
御
座
候
、

一
、
此
度
申
立
候
趣
、
此
通
り
に
て
相
清
候
は
ヽ
重
罹
の
義
、
随
分
遺
憾
無
之
候
へ
と
も
、
右
の
義
御
奉
行
思
召
相
叶

候
と
も
、
萬
一
江
戸
に
て
は
最
初
五
百
金
に
て
皆
出
来
と
思
召
候
降
、
箇
様
に
減
し
方
付
候
て
面
立
候
所
計
り
と
申

候
な
ら
は
、
四
百
金
に
て
も
出
来
可
申
事
と
推
返
し
被
仰
出
候
は
A

、
又
大
騒
に
て
、

決
て
相
成
申
間
布
、
是
非
と
も
此
上
又
々
減
少
致
し
、

講
堂
玄
関
を
狭
く
し
、
寮
の
二
階
を
相
止
め
な
ど
、
四
百
金

に
積
り
合
せ
差
出
し
候
は
ゞ
、
箇
様
に
減
じ
て
宜
布
事
な
ら
ば
三
百
金
に
て
も
出
来
可
申
な
と
と
、

は
ヽ
喘
期
も
無
之
御
事
、
何
分
常
年
中
に
埒
明
申
間
布
大
難
儀
、

積
り
合
は
引
足
不
申
と
も
、

今
少
し
愚
謡
に
落
不
申
義
、
御
内
談
に
及
候
、

寛
政
六
年
甲
賓
十
一
月

四

万
一
被
仰
出
候

此
底
甚
心
懸
り
に
て
候
、
夫
故
相
考
候
慮
、
内
分

五
百
金
に
て
悩
面
の
通
り
皆
出
来
と
申
立
候
方
、
後
難
有
之
間
布
か
、
御
勘
定
所
に
て

色
々
積
ら
せ
ら
れ
候
て
も
、
賞
に
右
金
高
に
て
は
出
来
兼
候
程
の
事
と
思
召
様
に
候
は
＼
、
早
速
相
清
可
申
事
の
様

一
且
減
候
所
は
又
増
候
事
は

中

井

菩

太



一
、
此
度
勝
手
向
の
事
は
申
ざ
ぬ
が
よ
き
と
申
事
は
、
御
奉
行
思
召
よ
り
出
候
事
に
や
、

但
し
左
様
の
仰
は
無
之
候
へ

と
も
、
減
し
方
外
に
仕
方
も
無
之
に
よ
り
、
自
然
と
右
の
通
り
に
相
成
候
事
に
や
、
此
所
少
々
不
審
御
座
候
は
、
惣

て
御
役
屋
敷
向
大
小
軽
重
は
扱
謹
、
何
分
に
も
公
儀
普
請
と
申
ぜ
は
、
皆
出
来
の
事
に
て
可
有
之
、
座
敷
廻
り
は
公

儀
普
請
、
勝
手
向
は
必
定
主
人
よ
り
建
候
と
申
事
は
有
之
間
布
候
か
、
夫
故
最
初
再
典
の
願
は
、

一
卜
く
る
め
の
事

に
て
、
御
奉
行
所
よ
り
綺
繭
被
仰
付
候
も
、
内
外
差
別
な
く
一
所
に
繭
に
致
し
、
積
り
方
も
打
込
の
事
に
て
候
所
、

此
度
内
部
を
分
ち
候
事
、
必
党
金
高
引
足
不
申
候
よ
り
の
減
し
方
と
相
見
へ
、
是
は
止
事
を
不
得
候
事
と
存
候
、

か
し
ロ
ハ
今
に
て
は
、
勝
手
向
の
事
は
最
初
よ
り
申
ざ
ぬ
筈
と
申
様
に
御
奉
行
に
も
御
沙
汰
有
之
鰍
の
様
に
被
存
候
、

最
初
に
瞼
闘
差
出
し
候
節
と
は
大
分
相
違
の
様
に
相
成
、
此
段
不
審
に
御
座
候
、

一
、
金
高
ざ
へ
不
相
夏
候
へ
は
、
公
恩
に
て
皆
出
来
と
申
方
は
、
人
々
申
候
て
も
甚
心
よ
く
、
叉
公
儀
に
て
も
詞
し
御

建
被
下
候
義
、
半
出
来
と
有
之
よ
り
皆
出
来
と
御
座
候
力
、
別
て
の
義
に
可
有
之
奉
存
候
、
且
又
以
後
又
々
類
燒
の

節
、
先
例
を
引
て
皆
出
来
と
申
立
候
方
、
外
賓
と
も
可
然
事
と
被
存
候
、
是
は
荀
も
金
高
を
貪
り
候
に
て
は
無
之
、

但
同
高
の
内
に
て
彼
此
の
巽
同
を
論
じ
候
事
故
、
差
て
老
而
得
の
戒
を
犯
し
候
に
て
も
無
之
欺
、

し

一
、
勝
手
向
取
繕
に
も
百
一
二
四
十
金
は
入
可
申
候
、
右
五
百
金
の
外
に
て
、
是
迄
皆
出
来
は
所
詮
出
来
不
申
候
事
を
、

ヶ
様
に
申
候
事
如
何
敷
候
へ
と
も
、
少
々
存
寄
候
事
有
之
候
、
後
日
に
申
出
し
候
て
は
何
の
詮
も
無
之
故
、
先
試
に

に
存
候
、
懐

徳

四
四
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懐

堂
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只
今
申
見
候
所
、
左
の
通
り
に
て
候
、

一
、
此
度
の
通
り
に
付
、
面
立
候
所
相
清
候
は
A

、
勝
手
向
の
義
は
門
下
同
志
中
の
御
世
話
に
相
成
候
様
に
可
有
之
候
、

甚
以
氣
の
毒
故
、
逹
て
僻
退
も
致
度
候
へ
と
も
、
外
に
一
向
了
分
に
致
し
候
方
も
無
之
、
又
内
々
右
御
催
し
も
有
之

由
に
承
り
候
へ
は
、

い
つ
れ
多
少
な
り
御
冊
話
を
か
け
可
申
候
、
夫
に
付
存
寄
候
は
、
普
詰
方
の
内
感
丑
戸
障
矛
襖
は

皆
積
り
害
に
入
有
之
候
へ
と
も
、
是
は
大
工
方
の
手
を
離
れ
、
他
の
職
人
方
へ
渡
り
候
物
、

に
て
入
用
の
物
に
て
候
故
、

此
分
を
一
切
先
ッ
相
止
め
、
家
作
り
斗
可
致
候
、
此
税
建
具
の
代
百
二
三
拾
雨
も
か
A

り
可
申
候
、
是
を
減
し
方
に
相
立
候
へ
は
、

候
へ
は
大
工
方
の
事
相
涜
、
先
は
皆
出
来
と
申
物
に
て
候
、
籾
少
々
に
て
も
詞
志
の
助
を
得
候
は
＼
、
是
は
外
廻
り

用
心
風
留
の
防
き
の
戸
障
子
を
用
意
致
し
、
内
向
の
戸
障
子
襖
は
な
し
に
て
差
謹
、
罹
は
面
立
候
慮
へ
敷
渡
し
、
其

餘
は
薄
べ
り
席
等
に
て
も
敷
批
、
連
々
に
成
次
第
に
用
謡
可
致
候
、
左
候
へ
は
最
初
に
公
恩
を
以
皆
出
来
に
て
も
、

雨
三
年
を
経
候
内
、
諸
事
全
備
に
及
可
申
候
、

二

、

家

名

相

績

願

口
上
書
を
以
奉
伺
候

二

通

公
務
記
録
(
-
六
二
、
一
六
三
参
照
）

四
五 且

又
普
請
も
相
清
候
上

五
百
金
に
て
表
よ
り
勝
手
迄
建
渡
し
候
事
は
、
大
形
出
来
可
申
候
、
左

此
義
は
如
何
可
有
之
候
哉
、
御
内
談
に
及
候
、

以
上
、

一
、
私
儀
老
年
に
及
歩
行
難
澁
仕
り
、
表
向
の
務
出
来
兼
候
二
付
、
常
秋
中
に
隠
居
仕
り
、
椛
枠
淵
蔵
家
督
相
績
仕
り



口
上

學
校
預
り
相
務
め
、
表
向
の
諸
事
年
来
私
相
務
候
通
り
に
盆
仕
度
奉
存
候
、

一
、
學
校
の
義
は
最
初
被
盆

仰
付
候
以
来
、
學
主
と
預
り
と
申
と
雨
人
有
之
、
學
主
は
門
下
教
導
の
俄
を
司
と
り
、

預
り
は
名
前
人
に
て
地
面
支
配
仕
り
、
公
邊
相
務
候
儀
に
御
座
候
、
尤
時
節
の
模
様
に
よ
り
預
人
よ
り
學
主
を
相
兼

候
、
又
は
學
主
よ
り
預
り
を
兼
候
事
も
有
之
様
に
定
め
猶
候
故
、
最
初
享
保
十
一
午
年
學
校
被

石
庵
學
主
に
相
成
、
亡
父
忠
蔵
は
願
主
の
事
に
て
預
り
人
に
相
成
、
同
十
五
戌
年
石
庵
死
後
忠
蔵
壼
人
に
て
學
主
兼

帯
仕
り
、
賓
暦
八
賓
年
忠
蔵
死
後
、
私
義
名
跡
相
績
預
り
人
に
相
成
、
石
庵
名
跡
オ
ニ
郎
學
主
相
務
、
天
明
二
貨
年

オ
ニ
郎
死
後
、
私
壼
人
に
て
學
主
兼
帯
仕
り
、
今
日
に
至
り
候
、
是
等
の
次
第
賓
肝
天
明
雨
度
と
も
追
々
御
屈
申
上

謹
候
義
に
御
座
候
、
此
度
淵
蔵
名
跡
相
績
仕
り
候
て
も
、
私
縦
歩
行
難
澁
の
み
に
て
、
平
生
の
氣
力
は
格
別
の
老
衰

を
も
覺
不
申
候
得
は
、
學
主
の
職
は
其
儘
相
務
可
申
候
得
は
、
又
々
已
前
の
通
り
雨
人
務
に
相
成
可
申
候
、
此
段
も

御
聞
居
被
遊
被
濫
可
被
下
候
、

懐

徳

以
上
、

寛
政
九
年
丁
巳
八
月

私
儀
老
年
に
及
此
度
隠
居
仕
り
、
祉
枠
淵
蔵
家
名
相
績
盆
仕
、
學
校
預
り
相
務
候
段
、
公
邊
御
聞
清
被
下
、
先
年
被

仰
付
候
御
城
入
の
義
も
御
差
免
し
被
下
、
冊
枠
織
目
の
御
麗
等
此
節
迄
に
諸
事
無
滞
相
清
候
、
御
家
義
は
亡
父
忠
蔵

中

井

善

太

＠

此
段
可
然
御
開
屈
被

四
六

成
下
度
候
、

仰
付
候
節
、
三
宅



懐

徳

堂

文
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乍
恐
口
上

龍
野
御
役
人
中
様

仰
付
難
有
奉
存
候
、
先
年

前
の
通
り
奉
願
、
願
の
通
被
盆

何
卒
私
同
前
に
是
迄
の
通
り
被
盆

十
月
廿
八

8

三

、

中

井

履

軒

出

立

届

典

四
七

中

井

作 菩

園

和

泉

町
鴻

池

屋

興

作

太
園

御
由
緒
を
以
御
厚
恩
を
蒙
り
、
御
家
来
同
前
に
御
出
人
仕
り
来
り
、
私
名
跡
相
績
の
節
も
、
不
相
更
亡
父
同
前
に
被

御
扶
助
米
差
上
候
へ
と
も
、
御
出
入
の
義
は
以

御
家
立
入
の
義
、

仰
付
被
下
度
奉
願
候
、
右
の
段
可
然
様
に
御
執
成
被
下
度
奉
願
候
、

△
私
用
―
ー
テ

一
、
脇
坂
中
務
少
輔
様
御
内
中
井
履
軒
様
上
下
四
人
、
九
年
巳
前
文
化
六
巳
年
八
月
よ
り
、
金
澤
町
伊
藤
春
逹
と
申
者

請
負
を
以
、
私
支
配
の
借
屋
貸
座
敷
ね
被
成
御
止
宿
の
所
、
今
十
五
日
辰
の
刻
被
成
御
出
立
候
、

申
上
候
、
何
卒
御
聞
届
被
成
下
候
は
＼
難
有
奉
存
候
、

文
化
十
四
丑
年
二
月

以
上
、

仰
付
今
日
に
至
候
儀
、
是
又
難
有
奉
存
候
、
然
る
上
は
淵
蔵

御
城
入
被
仰
付
候
節
、
無
櫨
俄
に
て

以
上
、

此
段
乍
恐
御
断
奉



右
の
書
附
東
西
御
役
所
へ
御
屈
申
上
候
所
、
東
西
と
も
大
阪
表
滞
留
の
儀
は
、

用
の
趣
御
請
け
奉
申
上
、
東
御
役
所
は
御
尊
而
已
、
西
御
役
所
は
害
入
仕
候
被
仰
付
候
様
に
付
、

（
右
出
立
届
書
所
包
紙
）

（
柚
園
先
生
包
紙
衰
書
）

一
、
此
害
付
旅
宿
に
て
は
死
去
屈
仕
候
て
は
、
検
司
出
駕
の
由
に
付
甚
事
六
ッ
ヶ
敷
候
故
、

野
へ
出
立
と
屈
出
候
へ
は
、
事
早
迪
相
清
候
の
義
、
菊
田
松
平
様
御
咄
―
一
付
、
家
主
其
通
に
被
致
候
、

懇
意
に
付
、
宜
敷
取
計
ひ
被
致
候
間
、
常
例
に
は
難
成
、
襄
事
録
に
は
不
載
、

四
、
紆
太
郎
宗
家
家
督
證
文
蚊
請
書

（

碩

果

）

（

柚

園

）

（

桐

園

）

一
、
中
井
七
郎
殿
方
御
家
督
無
御
座
候
に
付
、
此
度
中
井
雄
右
衛
門
殿
御
息
紆
太
郎
殿
を
御
養
矛
に
被
申
受
度
、
被
及

御
相
談
候
慮
、
釘
太
郎
殿
は
雄
右
衛
門
殿
御
家
督
に
候
得
共
、
學
校
は
御
宗
家
の
事
に
付
、
御
許
容
被
成
候
段
、
計

中
一
統
大
慶
の
至
奉
存
候
、
然
JY

上
は
七
郎
殿
方
に
て
は
、
賓
子
同
様
御
養
育
は
勿
論
、
學
業
執
行
無
油
断
制
道
可

被
致
候
事
、

懐

御

奉

行

様
徳

年
寄

主
人
用
に
候
や
の
御
尋
有
之
、
私

△
此
印
の
通
り
也
、

只
二
月
十
五
日
播
州
龍

鴻

池

屋
四
八

吉

此
は
家
士
甚

蔵
⑲



懐

徳

堂

文

書

一
札
請
害
の
事

岩

崎

十

太

夫

様

御

社

中

衆

々

廣

屋

得

左

衛

門

殿

竹

島

立

雪

殿

天
保
―
―
一
年
正
月

始
諸
物
、
紆
太
郎
殿
へ
被
付
遣
候
に
は
一
圃
及
不
申
候
事
、

一
、
紆
太
郎
殿
被
引
越
候
に
付
、

瀧

四
九

古

林

中

書

（

判

）

正

早

野

生

浦

水

禰

見
（
判
）

郎
（
判
）

一
切
御
携
物
に
は
不
及
申
候
、
尤
已
来
と
も
雄
右
衛
門
殿
方
御
所
持
の
品
、
害
籍
を

一
、
紆
太
郎
殿
は
、
雄
右
衛
門
殿
方
御
家
督
に
御
座
候
を
被
申
受
候
事
に
候
へ
は
、
自
然
後
年
雄
右
衛
門
殿
方
御
家
計

無
撮
御
差
支
等
の
事
も
候
は
＼
、
學
校
に
て
引
受
御
世
話
可
被
致
候
事
、

右
條
々
相
違
無
之
候
、
万
一
相
違
御
座
候
は
A
、
私
共
引
受
夫
々
虞
猶
可
致
候
、
盆
後
證
如
件
、

三
（
判
）



瀧

中

害

殿

早

野

生

一
殿

古

林

正

見

殿

清

水

禰

三

郎

殿

一
、
中
井
紆
太
郎
殿
今
般
御
宗
家
へ
御
養
子
に
付
、
御
計
中
御
連
名
の
一
札
、
悔
に
廣
屋
得
左
衛
門
方
へ
預
り
猶
申
候

一
、
紆
太
郎
殿
御
成
長
後
學
藪
御
升
逹
の
上
、
猶
御
宗
家
御
相
績
に
相
究
り
候
上
、
我
等
以
賓
父
雄
右
衛
門
殿
指
闘
、

御
先
人
よ
り
博
来
の
害
籍
は
不
及
申
、
庶
物
と
も
一
園
釘
太
郎
殿
へ
御
譲
り
に
相
成
可
申
候
、
其
殉
我
等
一
言
の
申

條
無
御
座
候
、
且
又
雄
右
衛
門
殿
家
計
迄
都
合
克
御
慮
指
被
下
候
上
は
、
御
預
り
御
連
名
の
一
札
、
典
此
請
害
引
替

天
保
三
年
壬
辰
正
月

に
御
取
渡
し
可
申
上
候
、
依
而
後
證
如
件
、

同

井
弓
粧
中
共
外
戚
中

岩

崎

十

太

夫

（

判

）

書
籍
庶
物
預
り
方

廣
屋
得
左
衛
門
（
無
判
）

左

竹

和

n
 

島

立

雪
（
判
）

事、

懐

徳

五
〇
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井
二
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衆

懐

穏

堂

文

書

五


